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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
変
不
安
な
日
々

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣

言
は
解
除
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〝
姿
が
見
え
な
い
敵
〟
は
厄
介
で
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
3
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
が
外
出
自
粛
や
人
と
の
接
触
を
制
限
さ
れ
、
当
た
り

前
の
日
常
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た
経
験
は
近
年
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
庭
園
協
会
に
お
い
て
も
３
月
に
予
定
し
て
い
た
総
会
が
変
則
開
催
と
な
り
、
予
定
さ
れ

て
い
た
多
く
の
事
業
も
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
外
出
自
粛
が
解
除
に
な
り
、
外
出
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
た
ち
が
公
園
や
庭
園
に
押

寄
せ
ま
し
た
。
家
に
籠
り
切
り
で
は
人
は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。
公
園
や
庭
園
に
出
か
け
、

生
き
た
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
心
を
癒
し
、
人
と
人
と
が
会
話
を
交
わ
す
こ
と
で
生
き
る
こ
と
を

実
感
で
き
る
の
で
す
。
不
要
不
急
と
い
わ
れ
た
公
園
や
庭
園
が
、
実
は
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
必
要
不
可
欠
の
空
間
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
の
で
す
。
単
な
る
生
物
と
し
て
生

き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
文
化
的
生
活
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

さ
て
、
今
後
の
事
業
展
開
で
す
が
、
７
月
に
入
り
、
首
都
圏
を
含
む
主
要
都
市
で
感
染
拡
大

が
再
燃
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
予
定
し
て
い
た
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
時
に
で
き
る
事
業
を
発
掘
し
、
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
①

創
立
百
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
講
演
会
や
伝
法
院
庭
園
研
修
の
ま
と
め
②
鑑
賞
研
究
委
員
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
③
伝
統
庭
園
技
塾
の
デ
ー
タ
化
等
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

７
月
初
旬
、
久
々
に
小
石
川
後
楽
園
に
行
き
ま
し
た
。
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
、
廣
瀬
慶
寛

技
術
委
員
長
が
携
わ
っ
た
白
糸
の
滝
が
復
活
し
て
い
ま
し
た
。
滝
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
方

に
お
話
を
伺
う
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
鬱
屈
と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
緑
が

多
く
、
静
か
な
庭
園
に
い
る
と
不
思
議
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
滝
が
飛
沫
を
あ
げ
て
流
れ
る

様
子
を
見
て
い
る
と
心
が
洗
わ
れ
ま
す
」
と
穏
や
か
な
表
情
で
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
さ
さ
く
れ
た
心
を
癒
し
、
生
き
る
希
望
を
引
き
出
す
力
が
庭
園
に
あ
る
こ
と
の
証
で
す
。

今
後
、第
二
波
、第
三
波
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、必
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
収
束
し
ま
す
。

皆
様
と
元
気
に
お
会
い
で
き
る
日
が
一
刻
も
早
く
来
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
（
会
長
）
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令
和
2
年
度

一
般
社
団
法
人

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会

年
明
け
か
ら
、
中
国
を
は
じ
め
世
界
中

で
感
染
が
広
ま
り
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
。
２
月
初
旬
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
乗
員

客
５
０
０
人
以
上
の
陽
性
反
応
の
ニ
ュ
ー

ス
に
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
間
も
な
く
、
国

内
の
感
染
者
が
徐
々
に
増
え
始
め
た
。
２

月
24
日
に
政
府
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
自
粛
要

請
が
出
さ
れ
た
。
本
協
会
で
は
、
３
月
18

日
に
定
期
総
会
を
開
催
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
い
た
が
、
参
加
者
が
全
国
各
地
か
ら

集
ま
る
リ
ス
ク
に
思
慮
し
、
一
部
役
員
の

出
席
と
委
任
状
提
出
に
よ
る
変
則
的
な
形

式
で
の
開
催
と
し
た
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
庭
園
協
会
は
、

令
和
２
年
３
月
18
日
（
水
）
東
京
・
四
ツ

谷
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
四
谷
に
お
い

て
、
午
後
１
時
か
ら
総
会
を
開
催
し
た
。

【
全
国
評
議
員
会
】
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

全
国
か
ら
集
ま
る
会
員
に
配
慮
し
、
評
議

員
会
の
開
催
は
見
送
る
こ
と
し
た
。

【
総
会
】
午
後
1
時
。　
　

司
会
＝
廣
瀬
慶
寛
技
術
委
員
長

正
会
員　

出
席
者
５
名
（
委
任
状
出
席

２
９
６
名
）
で
定
款
第
十
九
条
に
よ
り
成

立
。加
藤
精
一
総
務
委
員
長
の
開
会
の
辞
、

高
橋
康
夫
会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
長
が
議

長
席
に
着
き
、
議
事
録
作
成
者
に
加
藤
総

務
委
員
長
、
議
事
録
署
名
人
に
小
沼
康
子

理
事
、
坂
井
昌
子
評
議
員
を
指
名
、
議
事

に
入
る
。

○
第
一
号
議
案
「
令
和
元
年
度
事
業
報

告
、
収
支
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の
件
」

　

本
部
事
業
報
告
＝
加
藤
総
務
委
員
長

　

支
部
事
業
報
告
＝
廣
瀬
技
術
委
員
長

　

決
算
報
告
＝
加
藤
総
務
委
員
長

　

監
査
報
告
＝
加
藤
総
務
委
員
長
代
読

１
　
現
況
（
令
和
2
年
2
月
27
日
現
在
）

⑴
事
務
所
…
〒
1
6
9
︲
0
0
5
1

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
1
︲6
︲
3

　

フ
ェ
リ
オ
西
早
稲
田
3
0
1
号

　

電
話
…
０
３
（
3
2
0
4
）
0
5
9
5

　

E-M
ail  gsj20@

m
7.dion.ne.jp

　

U
RL http://nitteikyou.org/

⑵
会
員
数（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比
）

正
会
員
5
0
0
名
（
17
減
）

特
別
会
員
／
名
誉
会
長
・
会
員
9
名
（
1

減
）

維
持
会
員
11
社
（
増
減
無
し
）

学
生
会
員
2
名
（
1
増
）

総
会
員
数
5
2
2
名
（
17
減
）

⑶
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
、
支

部
組
織
（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

①
本
部
委
員
会
／
総
務
委
員
会
（
加
藤
精

一
） 

財
務
委
員
会
（
加
藤
新
一
郎
） 

広
報

委
員
会
（
柴
田
正
文
） 

鑑
賞
研
究
委
員
会

（
藤
枝
修
子
） 

技
術
委
員
会
（
廣
瀬
慶
寛
）  

国
際
活
動
委
員
会
（
三
橋
一
夫
）

②
特
別
委
員
会
／
文
化
財
指
定
庭
園
調
査

委
員
会
（
高
橋
康
夫
） 

日
本
庭
園
協
会
賞

選
考
委
員
会
（
高
橋
康
夫
） 

日
本
庭
園
協

会
賞
選
考
規
定
検
討
委
員
会（
高
橋
良
仁
） 

日
本
庭
園
協
会
設
立
百
周
年
記
念
事
業
委

員
会
（
高
橋
康
夫
）

③
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
支
部
長
）
／
北
海

道
南
支
部（
桃
井
雅
彦
） 

宮
城
県
支
部（
菊

地
正
樹
） 

栃
木
県
支
部
（
清
水
一
樹
） 

茨

城
県
支
部
（
飛
田
幸
男
）  

埼
玉
県
支
部

（
石
井
国
義
） 

千
葉
県
支
部
（
村
田
義
雄
） 

東
京
都
支
部
（
加
藤
精
一
） 

神
奈
川
県
支

部
（
清
水
哲
也
） 

新
潟
県
支
部
（
若
杉
松

男
） 

石
川
県
支
部
（
向
川
茂
） 

静
岡
県
支

部
（
石
井
敬
明
） 
愛
知
県
支
部
（
高
見
紀

雄
） 

近
畿
支
部
（
山
田
拓
広
） 

岡
山
県
支

部
（
三
宅
秀
俊
） 

広
島
県
支
部
（
藤
原
忍
） 

鳥
取
県
支
部（
石
亀
靖
） 

島
根
県
支
部（
岡

和
生
） 

山
口
県
支
部
（
殿
井
正
敏
） 

四
国

支
部
（
越
智
將
人
）

２
　
事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
総
務
事
業
　
①
全
国
支
部
長
連
絡
協
議

会
（
１
・
27
）
②
（
一
社
）
日
本
庭
園

協
会
定
期
総
会
（
３
・
15
）
③
常
務
理

事
会
（
１
・
27
）
（
２
・
26
）
（
４
・

25
）
（
６
・
４
）
（
７
・
４
）
（
８
・

26
）
（
10
・
８
）
（
11
・
25
）
④
理
事
会

（
２
・
26
）
（
10
・
８
）

⑵
広
報
事
業
　
①
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
（
第
95
～
98
号
）
②
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス
の
発
（
№
69
～
75
）

⑶
鑑
賞
研
究
事
業
　
①
講
演
会
（
東
京
都

支
部
共
催
）
「
日
本
庭
園
の
も
う
ひ
と
つ

の
見
方
―
デ
ザ
イ
ン
す
る
立
場
か
ら
、
作

庭
者
の
お
も
い
や
か
た
ち
を
紐
解
く
」
戸

田
芳
樹
氏
（
株
）
戸
田
芳
樹
風
景
計
画
代

表
取
締
役
（
11
・
24
）
②
春
の
日
帰
り
庭

園
見
学
会
「
千
葉
県
成
田
～
佐
倉
地
区
」

（
５
・
19
）
③
秋
の
一
泊
庭
園
見
学
会

（
新
潟
県
支
部
共
催
）
「
新
潟
地
方
へ
の

見
学
」
（
９
・
28
～
29
）

⑷
技
術
事
業　

①
第
11
回
庭
園
技
術
連

令
和
2
年
3
月
18
日　

東
京
四
ツ
谷
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
四
谷

路
、
剪
定
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
他
）
越
智

將
人
氏
・
高
見
紀
雄
氏
・
池
田
功
氏
・
星

宏
海
氏
・
三
橋
氏
（
６
・
12
～
20
）
／
次

年
度
協
議　

脇
坂
対
策
官
（
国
交
省
）・

緑
化
機
構
側
担
当
者
・
高
橋
康
夫
氏
・
三

橋
氏
（
12
・
６
）
②
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本

庭
園
セ
ミ
ナ
ー
講
師
派
遣　

曽
根
将
郎
氏

（
６
・
３
～
９
）

【
支
部
事
業
】

◆
北
海
道
南
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
新
年
懇

親
会
（
１
・
14
）
②
役
員
会
（
３
・
29
）

（
11
・
28
）

⑵
技
術
事
業　

①
石
積
講
習
会
（
５
・

12
）
②
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
高
所
作
業
講

習
会
（
10
・
30
～
31
）        

◆
宮
城
県
支
部　

⑴
技
術
事
業　

①
研
修
受
入
れ
（
英
国

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
）（
３
・
18
～
21
）
②

高
木
剪
定
講
習
会
（
４
・
５
～
７
）（
６
・

15
～
16
）（
９
・
20
～
22
）（
11
・
16
～
17
）） 

③
庭
園
修
繕
作
業（
台
風
19
号
被
害
対
応
）

（
11
・
16
～
17
）
④
庭
園
管
理
作
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
庭
園

整
備
）（
６
月
）
⑤
庭
園
整
備
作
業
（
６

月
～
11
月
第
１
日
曜
日
）

◆
栃
木
県
支
部

　

支
部
と
し
て
の
活
動
は
無
し

◆
茨
城
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
新
年
会
・
研
修
打
合

続
基
礎
講
座
（
全
５
回
）
／
上
野
ま
ゆ

み
氏
・
米
山
拓
未
氏　

横
浜
市
廣
川
邸

（
５
・
26
）
／
菅
谷
輝
男
氏
・
野
村
光
宏

氏　

新
宿
区
中
村
邸
（
６
・
30
）
／
磯 

守
氏　

八
王
子
市
永
明
院
（
７
・
28
）
／

鈴
木
康
幸
氏　

国
立
市
本
田
家
住
宅
、

荒
井
邸
（
８
・
25
）
／
佐
藤
偉
仁
氏
・

新 

肇
氏　

浜
離
宮
御
鷹
茶
屋
（
９
・

29
）
②
伝
統
庭
園
技
塾 

高
木
剪
定
（
全

４
回
）
（
４
・
５
～
７
）
（
６
・
15
～

16
）
（
９
・
20
～
22
）
（
11
・
16
～
17
）

③
静
岡
県
支
部
・
本
部
共
催
講
座
／
講
演

会 

「
作
庭
書
と
遠
江
地
方
の
庭
園
に
つ

い
て
」
生
熊
里
佳
氏
氏
、
「
わ
た
し
の
庭

造
り
」
廣
瀬
慶
寛
氏
／
庭
園
見
学
会　

摩

訶
耶
寺
（
静
岡
県
指
定
名
勝
）
、
大
福
寺

（
静
岡
県
指
定
名
勝
）
、
龍
潭
寺
（
国
指

定
名
勝
︶
（
４
・
14
～
15
）
④
現
代
日
本

庭
園
の
巨
匠
た
ち
講
座
（
全
２
回
）
／

「
岩
城
亘
太
郎
先
生
」
龍
居
竹
之
介
氏
・

岩
城 

隆
氏
（
11
・
９
）
／
見
学
「
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
日
本
庭
園
」
龍
居
竹

之
介
氏
・
荒
木
淳
良
氏
（
12
・
７
）
⑤
日

比
谷
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
出
展
（
10
・

19
～
23
）　

⑸
国
際
活
動
事
業　

①
国
土
交
通
省
「
海

外
日
本
庭
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
／
シ
カ

ゴ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
内
日
本
庭
園
修

復
事
業
の
現
地
下
見
、
材
料
手
配
、
打
合

せ
、
現
場
確
認　

三
橋
一
夫
氏
（
４
・
10

～
14
）
／
現
地
作
業
（
滝
石
組
、
石
敷
園

せ
（
１
・
24
）
②
支
部
総
会
（
３
・
11
）

③
役
員
会
（
４
・
26
）

⑵
技
術
事
業　

①
県
立
歴
史
館
竹
垣
他
講

習
会
（
３
・
30
～
31
）
②
視
察
研
修
「
新

潟
県
の
庭
」（
６
・
９
～
10
）

◆
埼
玉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
新
年
会

（
１
・
27
）
②
役
員
会
（
１
・
15
）（
２
・

13
）（
３
・
22
）（
５
・
８
）（
６
・
12
）（
７
・

19
）（
９
・
26
）（
12
・
10
）

⑵
技
術
事
業　

①
研
修
会
準
備
（
９
・
６
）

（
12
・
１
）
②
研
修
会
（
６
・
29
～
30
）

（
９
・
７
～
８
）（
11
・
10
）
③
作
品
発
表

会
（
12
・
１
）

◆
千
葉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　
①
支
部
総
会
（
５
・
11
）

②
役
員
会
（
４
・
８
）（
４
・
25
）（
６
・
７
）

（
７
・
３
）（
７
・
17
）（
８
・
21
）（
11
・

14
）
③
親
睦
会
（
８
・
25
）

⑵
技
術
事
業　

①
見
学
会
準
備
（
５
・

17
）
②
見
学
会
「
旧
安
田
庭
園
・
江
戸
東

京
博
物
館
」
北
村
均
氏
（
６
・
12
）
③
モ

ル
タ
ル
造
形
実
技
講
習
会　

野
口
朋
照
氏

（
造
形
デ
ザ
イ
ナ
ー
）（
８
・
25
～
26
）

◆
東
京
都
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
（
２
・
９
）

（
３
・
４
）
②
支
部
総
会
（
４
・
21
）
③
連

続
交
歓
講
座
実
行
委
員
会
（
２
・
９
）（
３
・

19
）（
５
・
26
）（
６
・
30
）（
７
・
28
）（
８
・

25
）（
９
・
30
）（
10
・
30
）（
11
・
15
）

④
納
会
（
11
・
22
）

◆
神
奈
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２
・
３
）

　

②
役
員
会
（
11
・
16
）　　

⑵
技
術
事
業　

①
桂
垣
講
習
会
準
備（
４
・

20
～
21
）（
５
・
17
～
19
）（
10
・
19
）
②

蹲
踞
研
修
会　

金
綱
重
治
氏
（
９
・
28
～

29
）

◆
新
潟
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
新
年
会
（
１
・
19
）

②
支
部
総
会
（
２
・
17
）
③
役
員
会
（
１
・

９
）（
２
・
17
）（
３
・
22
）（
４
・
25
）（
５
・

17
）（
７
・
３
）（
７
・
26
）（
８
・
28
）（
９
・

17
）（
12
・
15
）
④
納
涼
会
（
７
・
26
）

⑵
技
術
事
業　

①
貞
観
園
築
山
改
修
工
事

（
５
・
16
）
②
支
部
主
催
伝
統
庭
園
技
術
・

高
木
剪
定
講
習
会
（
６
・
18
～
20
）
③
貞

観
園
技
術
研
修
会
（
６
・
26
）
④
支
部
創

立
30
周
年
記
念
事
業
（
９
・
20
～
21
）
⑤

鑑
賞
研
究
委
員
会
共
催
・
新
潟
見
学
会

（
９
・
28
～
29
）
⑥
役
員
研
修
会
（
12
・

15
～
16
）

◆
石
川
県
支
部

⑴
技
術
事
業　

①
重
量
物
運
搬
講
習
会

（
６
・
16
）
②
ア
カ
マ
ツ
剪
定
・
雪
吊

り
講
習
会
・
井
筒
蓋
三
本
締
め
講
習
会

（
10
・
20
～
21　

台
風
19
号
被
害
の
た
め

中
止
）

◆
静
岡
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
３
・
24
）

⑵
技
術
事
業　

①
編
笠
門
講
習
会
32
～
39

（
１
・
13
）（
２
・
10
）（
３
・
24
）（
４
・
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21
）（
５
・
19
）（
６
・
９
）（
７
・
７
）（
９
・

１
）
②
庭
苑
研
修
会
（
１
・
26
～
27
）（
２
・

23
～
24
）（
４
・
20
～
21
）（
５
・
25
～

26
）（
７
・
６
～
７
）（
８
・
31
～
９
・
１
）

（
９
・
28
～
29
）（
10
・
19
～
20
）（
11
・

30
～
12
・
１
）
③
本
部
共
催
講
座　

奥
浜

名
古
庭
園
巡
り
（
４
・
14
～
15
）
④
天
空

の
坪
庭
協
賛
（
４
・
５
～
７
）　　
　
　
　

 

◆
愛
知
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２
・
26
）

⑵
技
術
事
業　

①
庭
園
見
学
会
「（
株
）

あ
い
や
別
荘
、
華
蔵
寺
な
ど
」（
１
・
27
）

②
「
第
４
回
フ
ラ
リ
エ
み
ら
い
花
フ
ェ
ス

タ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
４
・
11
～

14
）
③
石
積
講
座
14
・
15
（
４
・
21
～

22
）（
11
・
16
～
17
）
④
作
庭
施
工
勉
強

会
「
鈴
木
庭
苑
の
思
う
石
積
と
は
」
鈴
木

富
幸
氏
、
梅
村
龍
太
郎
氏
、
小
笠
原
寛
氏

（
５
・
25
）
⑤
手
描
き
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス

講
座
２　

高
見
紀
雄
氏
（
８
・
１
、８
）　

◆
近
畿
支
部

⑴
会
議
の
開
催　
①
支
部
総
会
（
４
・
20
）

⑵
技
術
事
業　

①
研
修
会
「
国
営
飛
鳥
歴

史
公
園
視
察
」（
４
・
28
）

◆
岡
山
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

 

①
支
部
総
会（
４
・
１
）

②
役
員
会
（
５
・
13
）

⑵
技
術
事
業　

①
版
築
講
習
会
（
鳥
取
県

支
部
主
催
）
に
参
加
（
10
・
11
～
13
）

◆
広
島
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
10
月
）

◆
鳥
取
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１
・
20
）

⑵
技
術
事
業　

①
版
築
講
習
会
「
安
諸
塾

I
N
鳥
取
２
０
１
９
」（
10
・
11
～
14
）

◆
島
根
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１
・
11
）

⑵
技
術
事
業　

①
炭
窯
の
屋
根
用
茅
刈

り
（
１
月
下
旬
）
②
炭
窯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
３
月
）
③
土
塀
講
習
会
（
愛
知
県
に

て
開
催
）
に
参
加
（
９
・
６
～
９
）
④
版

築
講
習
会
（
鳥
取
県
支
部
主
催
）
に
参
加

（
10
・
11
～
14
）

◆
山
口
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会
（
２
月
、
３

月
、
６
月
、
９
月
）

◆
四
国
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
３
・

16
）
②
役
員
会
（
８
・
15
）（
９
・
１
）

（
10
・
27
）　 

　　

続
い
て
収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
（
8
、
9
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
加
藤
総

務
委
員
長
が
行
っ
た
結
果
、
全
員
異
議
な

く
了
承
し
、
第
一
号
議
案
は
可
決
し
た
。

〇
第
二
号
議
案「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、

予
算
説
明
」

組
織
方
針
＝
加
藤
総
務
委
員
長

本
部
事
業
説
明
＝
加
藤
総
務
委
員
長

支
部
事
業
説
明
＝
廣
瀬
技
術
委
員
長

予
算
説
明
＝
加
藤
総
務
委
員
長

令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
概
要

◆
日
本
庭
園
協
会
組
織
方
針　

　

昨
年
、
年
号
が
令
和
と
な
り
今
年
は
新

し
い
時
代
の
実
質
的
な
幕
開
け
と
い
う
べ

き
年
で
あ
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

今
年
は
７
月
24
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
そ
し
て
８
月
25
日

か
ら
９
月
６
日
ま
で
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
海
外
か
ら
多
く
の
来
客

が
見
込
ま
れ
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
庭

園
に
も
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
日
本
の
庭
園
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
。

　

当
協
会
は
、
社
会
に
対
し
て
「
庭
と
は

何
か
」
を
問
い
続
け
る
と
と
も
に
庭
園
の

価
値
や
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
伝

え
る
こ
と
は
大
き
な
役
割
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
庭
園
の
伝
統
技
術
の
保
存
及
び
新
た

な
技
術
の
開
発
に
努
め
る
こ
と
を
目
指
す

な
ど
、
今
日
ま
で
１
０
０
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
庭
園
、
公
園
、
園
芸
及
び
風
致

の
研
究
、
並
び
に
普
及
な
ど
を
目
的
と
し

て
事
業
展
開
を
し
て
き
た
が
、
今
後
も
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
庭
園
文
化
を
提

案
し
て
い
き
た
い
。

1　

会
員
の
開
拓

　

当
協
会
の
会
員
数
は
こ
こ
数
年
で
は

５
０
０
名
前
後
で
推
移
し
て
い
る
が
、
庭

園
の
魅
力
を
多
く
の
市
民
に
伝
え
る
た
め

に
は
会
員
増
が
必
至
で
あ
り
、「
会
員
一

人
が
新
会
員
一
人
」
を
目
標
に
新
た
な
会

員
を
開
拓
す
る
。

2　

世
代
交
代
を
目
指
す

　

時
代
の
変
化
が
激
し
い
中
、
若
手
の
登

用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の
感
性
に
よ

り
時
代
に
適
合
し
た
当
協
会
の
運
営
を
目

指
す
。

3　

様
々
な
団
体
と
の
連
携

　
（
一
社
）
日
本
造
園
組
合
連
合
会
、（
一

社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会
、
国
土
交
通

省
、
環
境
省
、
都
市
緑
化
機
構
、
各
大
学

な
ど
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
緩
や
か
な

庭
園
及
び
造
園
大
連
合
を
目
指
す
。ま
た
、

建
築
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア
等
異
業
種
と
の
交

流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
作
庭
の
創
造
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

4　

技
術
の
温
故
知
新

　

昭
和
を
代
表
す
る
巨
匠
た
ち
の
庭
園
観

や
作
庭
現
場
を
再
確
認
し
、
現
代
に
お
け

る
庭
の
課
題
解
決
の
手
掛
か
り
を
探
る
。

ま
た
、
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
も
よ
り

斬
新
な
内
容
と
し
、
日
本
を
代
表
す
る
技

術
、
作
庭
手
法
を
持
つ
当
協
会
の
先
達
が

若
い
世
代
に
確
実
に
技
術
を
伝
え
る
内
容

と
す
る
。

　

伝
統
庭
園
技
塾
に
つ
い
て
は
昨
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
高
木
枝
打
ち
剪
定
作
業

技
術
習
得
の
講
習
会
を
充
実
さ
せ
る
。

5　

最
新
情
報
を
速
や
か
に
伝
え
る

　

広
報
委
員
会
は
本
部
及
び
支
部
の
最
新

情
報
を
発
信
す
る
。
さ
ら
に
新
た
な
協
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
協
会
の
存
在

を
広
く
知
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の

勧
誘
を
積
極
的
に
行
う
。

6　

市
民
に
開
か
れ
た
鑑
賞
会
の
実
施

　

鑑
賞
研
究
委
員
会
は
庭
園
の
素
晴
ら
し

さ
を
市
民
に
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
若
い
人
の
積
極
的
な
参
加
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
市
民
に
開
か
れ
た
鑑

賞
会
を
推
進
す
る
た
め
よ
り
多
く
の
機
会

を
設
け
る
。

7　

庭
園
技
術
を
世
界
に
伝
え
る

　

国
際
活
動
委
員
会
は
国
土
交
通
省
の
進

め
る
海
外
庭
園
の
修
復
な
ど
に
積
極
的
に

関
わ
り
、
当
協
会
の
技
術
力
を
海
外
で
発

揮
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
若
手
を

育
成
す
る
。

8　

地
域
に
根
差
し
た
独
自
の
支
部
活
動

を
展
開
す
る

　

支
部
設
立
の
目
的
は
、
当
協
会
の
事
業

展
開
を
全
国
的
な
広
が
り
に
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
独
自
の
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
園
文
化
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。そ
こ
で
、

全
国
支
部
長
協
議
会
を
支
部
と
本
部
の
交

流
の
場
と
位
置
づ
け
、
よ
り
緊
密
な
事
業

展
開
を
進
め
る
。
各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
活
動
を
行
い
、
個
性
豊
か
な
事
業
展

開
を
図
り
、
本
部
と
一
体
と
な
っ
て
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
全
国
展
開
を
図
る
た
め
に
唯

一
支
部
が
な
い
九
州
支
部
の
設
立
を
目
指

す
。

【
本
部
事
業
】

⑴
総
務
事
業

①
毎
月
常
務
理
事
会
を
開
催
し
、
情
報
交

換
を
密
に
実
施 

②
年
２
回
の
理
事
会
開

催
を
確
実
に
実
施 

③
各
委
員
会
の
委
員

に
つ
い
て
は
若
手
を
積
極
的
に
登
用
す
る

と
と
も
に
、
委
員
選
出
に
つ
い
て
は
委
員

長
の
推
薦
を
受
け
て
常
務
理
事
会
で
協
議

し
、
会
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
、
会
長
が
認
め
た
場
合
を
除
き
委
員
の

兼
務
は
行
わ
な
い 

④
支
部
と
の
連
携
を

図
る
た
め
、
全
国
支
部
長
協
議
会
に
参
加

⑵
広
報
事
業

①
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス 

年
４
回
（
１
月
・

4
月
・
７
月
・
10
月
）
発
行 

②
Ｇ
Ｓ
Ｊ

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス
（
全
会
員
へ
の
は
が
き
通

信
）
を
発
行
。
そ
の
他
、
各
事
業
計
画
に

即
し
て
随
時
発
行 

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
た
広
報
活
動
を
重
点
的
に
考
え
る

⑶
鑑
賞
研
究
事
業

①
鑑
賞
研
究
会
の
あ
り
方
検
討
会
に
よ

り
、
新
し
い
鑑
賞
会
を
検
討 

②
一
般
市

民
に
向
け
た
鑑
賞
会
（
年
４
回
程
度
）
③

技
術
委
員
会
と
連
携
の
鑑
賞
会
（
初
夏
）

④
四
国
方
面
の
鑑
賞
会
（
秋
季
）
⑤
国
際

活
動
委
員
会
と
連
携
の
鑑
賞
会
（
海
外
の

庭
園
）
の
検
討

⑷
技
術
事
業

①
第
12
回
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
を
開

催 

５
月
か
ら
９
月
最
終
日
曜
日
（
５
・

31
）（
６
・
28
）（
７
・
26
）（
８
・
30
）

（
９
・
27
）
②
伝
統
庭
園
技
塾
を
開
催 

高

木
枝
打
ち
剪
定
講
習
会
（
４
・
16
～
19
）

（
10
・
15
～
18
）
③
支
部
・
本
部
共
催
講

座
を
開
催 

愛
知
県
支
部
、
本
部
共
催
講

座
（
９
月
予
定
）
④
現
代
日
本
庭
園
の

巨
匠
た
ち
講
座　

斎
藤
勝
雄
先
生
（
４
・

25
）（
５
・
23
）　

飯
田
十
基
先
生
（
９
・

26
）（
10
・
24
）
小
形
研
三
先
生
（
未
定
）

⑤
日
比
谷
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
出
展

（
10
・
17
～
21
）

⑸
国
際
活
動
事
業

①
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
日
本
国
大
使
館
の

伊
藤
直
樹
大
使
（
前
シ
カ
ゴ
総
領
事
）
よ

り
、
２
０
２
２
年
の
日
本
・
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
国
交
樹
立
50
周
年
を
記
念
し
て
首
都

ダ
ッ
カ
に
日
本
庭
園
を
作
り
た
い
旨
の
依

頼
（
１
・
８
）
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
日
本

国
大
使
館
の
進
藤
康
治
参
事
官
と
高
橋
会

長
が
都
内
で
面
談
し
作
庭
に
関
し
て
の
打

ち
合
わ
せ
（
１
・
28
）
②
シ
カ
ゴ
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
パ
ー
ク
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
モ

ス
ク
ワ
の
各
日
本
庭
園
の
事
業
に
対
し
、

現
地
及
び
国
土
交
通
省
、
大
使
館
と
具
体

的
な
連
絡
を
進
め
る
（
３
月
）
③
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
日
本
庭
園
財
団
主
催
「
広
島
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加　
（
一
社
）
日

本
庭
園
協
会
後
援
（
５
月
）
④
シ
カ
ゴ 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク　

修
復
作
業（
６
月
）

⑤
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド　

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
・
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
派
遣
（
８
月
）
⑥

北
米
日
本
庭
園
協
会
大
会
に
参
加（
10
月
）

※
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
モ
ス
ク
ワ
の
下
見

ま
た
は
作
業
に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
、

時
期
及
び
人
員
を
決
定
す
る
予
定

【
支
部
事
業
】

◆
北
海
道
南
支
部

⑴
技
術
事
業　

①
石
積
講
習
会
（
４
月
）

②
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
高
所
作
業
講
習
会
（
高

木
剪
定　

伐
採
）（
10
月
）

◆
宮
城
県
支
部

⑴
技
術
事
業　

①
高
木
剪
定
講
習
会（
４
・

16
～
19
）（
10
・
15
～
18
）
②
庭
造
り
講

習
会
、
講
演
会
（
１
月
～
12
月
）
③
庭
園

整
備
作
業
（
６
月
～
11
月 

第
１
日
曜
日
）

◆
栃
木
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
時
期
未

定
）

⑵
技
術
事
業　

①
本
部
主
催
見
学
会
（
古

峯
神
社
）
へ
の
協
力
（
６
月
頃
）
②
見
学

会
等
（
時
期
未
定
）

◆
茨
城
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４
月
）

②
反
省
会
・
忘
年
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
庭
園
見
学
会
（
４
月
、

６
月
）

◆
埼
玉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
新
年
会

（
１
・
19
）
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⑵
技
術
事
業　

①
さ
い
た
ま
ア
ー
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
展
参
加
（
１
・
25
）（
会
期　

１
・

25
～
３
・
29
）
②
さ
い
た
ま
国
際
芸
術
祭

参
加
（
会
期　

３
・
14
～
５
・
17
）
③
研

修
会
１
～
４
（
２
・
29
～
３
・
１
）（
３
・

８
）（
３
月
）（
６
月
）
④
研
修
旅
行
（
10

月
）
⑤
作
品
発
表
会
（
12
月
）	

◆
千
葉
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
５
・

16
）
②
役
員
会
（
１
月
上
旬
）（
２
月
上

旬
）（
３
月
上
旬
）（
４
月
上
旬
）（
６
月

上
旬
）（
８
月
上
旬
）（
10
月
上
旬
）（
12

月
上
旬
）
③
親
睦
会
（
８
月
下
旬
）
④
そ

の
他
、
活
動
計
画
に
合
わ
せ
て
必
要
な

時
総
会
・
準
備 

⑵
技
術
事
業　

①
技
術
講
習
会
（
３
月
下

旬
）
②
庭
園
見
学
会
（
６
月
下
旬
） 

③
第

３
回
モ
ル
タ
ル
造
形
実
技
講
習
会 

講
師
・

野
口
朋
照
氏
（
造
形
デ
ザ
イ
ナ
ー
）　
（
８

月
下
旬
）
※
新
会
員
の
加
入
を
目
指
し
て

活
動
※
会
員
の
希
望
に
よ
り
技
能
講
習
、

ミ
ニ
研
修
会
を
開
催　

◆
東
京
都
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４
月
）

②
連
続
交
歓
講
座
実
行
委
員
会
（
１
・
５
）

（
１
・
22
）（
２
・
19
）
③
幹
事
会
・
連
続

交
歓
講
座
反
省
会（
３
月
）④
納
会（
11
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
第
３
回
連
続
交
歓
講
座

（
２
・
23
）
②
第
３
回
連
続
交
歓
講
座
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
会
（
未
定
）
※
次
回
連
続
交
歓

講
座
を
企
画
・
日
程
未
定
※
支
部
会
員
の

提
案
・
希
望
に
よ
り
研
修
会
等
検
討　
　

◆
神
奈
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２
・
２
）

②
役
員
会
（
11
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
桂
垣
講
習
会
（
竹
穂
準

備
）（
２
・
15
～
16
）
②
桂
垣
講
習
会
（
仕

上
げ
）
星 

宏
海
氏
（
３
・
14
～
15
）　

※

土
塀
作
成
に
伴
う
準
備
工
予
定
（
未
定
）

◆
新
潟
県
支
部

⑴
技
術
事
業　

①
支
部
30
周
年
記
念
誌
制

作
②
庭
園
見
学
会
・
県
内
、
県
外
（
未
定
）

③
伝
統
庭
園
技
塾
・
貞
観
園
（
未
定
）

◆
石
川
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２
・
９
）

⑵
技
術
事
業　

①
研
修
旅
行
（
６
～
７
月

頃
）
②
ア
カ
マ
ツ
剪
定
・
雪
吊
・
井
筒
蓋

三
本
締
め
講
習
会
（
９
月
中
旬
頃
）　

◆
静
岡
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会（
３
・
15
）

⑵
技
術
事
業　

①
庭
苑
研
修
会（
編
笠
門
）

（
未
定
）
※
要
望
に
よ
り
随
時
研
修
会

開
催

◆
愛
知
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会（
２
・
22
）

⑵
技
術
事
業　

①
「
第
５
回
フ
ラ
リ
エ
み

ら
い
花
フ
ェ
ス
タ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
４
・
16
～
19
）
①
同
コ
ン
テ
ス
ト
「
＃
３

人
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
」
に
出

演　

高
見
紀
雄
氏
（
４
・
16
）
②
作
庭
施

工
勉
強
会
（
５
月
）
③
本
部
支
部
共
催　

映
画
「FIV

E SEA
SO

N
S

ガ
ー
デ
ン
オ

ブ
ピ
ー
ト
ア
ウ
ド
ロ
フ
」　

上
映
会
（
９

月
）

◆
近
畿
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
役
員
会

（
４
月
初
旬
）

⑵
技
術
事
業　

①
見
学
研
修
会

◆
岡
山
県
支
部　

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
１
・
31
）

②
支
部
総
会
（
２
・
22
）

⑵
技
術
事
業　

①
滋
賀
県
庭
園
見
学（
２
・

22
～
23
）

◆
広
島
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
３
月
初

旬
）

⑵
技
術
事
業　

①
見
学
会　

五
百
羅
漢

（
因
島
）、
平
山
美
術
館
（
瀬
戸
田
）、
仙

石
庭
園
（
東
広
島
）
な
ど
（
１
月
）
※
上

記
ほ
か
見
学
会
、
技
術
講
習
の
開
催
予
定

◆
鳥
取
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
２
・
１
）

⑵
技
術
事
業　

①
石
造
物
研
修
・
京
都（
未

定
）
※
他
支
部
と
の
交
流
と
情
報
交
換	

◆
島
根
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１
・
５
）

⑵
技
術
事
業　

①
炭
窯
の
屋
根
用
茅
刈
り

（
１
・
22
）
②
台
杉
講
習
会
・
京
都
、
嵯

峨
野
（
２
・
12
～
13
）
③
石
割
講
習
会
・

島
根
県
安
来
市
（
４
月
）

◆
山
口
県
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
６
月
）

②
幹
事
会
（
５
月
）（
７
月
）（
10
月
）
③

支
部
総
忘
年
会
（
11
月
）

◆
四
国
支
部

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
３
月
下

旬
）
②
役
員
会
（
未
定
）

⑵
技
術
事
業　

①
高
木
伐
採
講
習
会（
３
・

６
～
８
）②
庭
園
見
学
会
、講
習
会（
未
定
）

　

以
上
事
業
計
画
報
告
に
続
い
て
、
令
和

２
年
度
収
支
予
算
の
（
9
ペ
ー
ジ
参
照
）

説
明
が
行
わ
れ
た
結
果
、
満
場
異
議
な
く

了
承
さ
れ
、第
二
号
議
案
は
可
決
さ
れ
た
。

　
〇
第
三
号
議
案
「
役
員
改
選
の
件
」

　

趣
旨
説
明
＝
高
橋
会
長

　

今
回
の
役
員
改
選
は
、
藤
枝
修
子
副
会

長
、
柴
田
正
文
常
務
理
事
、
福
田
光
子
理

事
及
び
高
梨
節
子
監
事
退
任
に
伴
い
、
補

充
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
役
員
に
は
常
務
理
事　

小
沼
康
子

氏
、
理
事　

坂
井
昌
子
氏
・
清
水
哲
也
氏
、

監
事　

小
泉
隆
一
氏
、
評
議
員　

飯
山
良

子
氏
・
鈴
木
貴
博
氏
・
鈴
木
康
幸
氏
・
竹

田
利
光
氏
・
仲
佐
修
二
氏
・
米
山
拓
未
氏

が
推
薦
さ
れ
た
。
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り

当
協
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
藤

枝
修
子
氏
・
柴
田
正
文
氏
・
福
田
光
子
氏

は
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
。

　

以
上
の
役
員
改
選
の
件
は
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

〇
第
四
号
議
案
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任

の
件
」

　

趣
旨
説
明
＝
高
橋
会
長

　

第
四
号
議
案
は
、
全
員
異
議
な
く
、
承

認
さ
れ
た
。
常
務
理
事
会
へ
の
委
任
が
可

決
さ
れ
た
の
は
、
次
の
事
項
で
あ
る
。

①
令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

②
令
和
２
年
度
収
支
予
算
の
補
正
及
び
特

別
会
計
に
関
す
る
件

　

令
和
２
年
度
（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会

定
期
総
会
は
廣
瀬
技
術
委
員
長
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
、
無
事
終
了
し
た
。

　龍居 竹之介
　金子 直作　　　　中村 一　　　　
　高橋 康夫
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　上野 周三　　　　内田 均　　　 ☆坂井 昌子　　　☆清水 哲也
　高橋 良仁　　　　平井 孝幸　　　 三橋 一夫　　　　山田 拓広
　厚澤 秋成 　尼﨑 博正 粟野 隆　　　　☆飯山 良子  石井 国義 石井 敬明
　石亀 靖 　石川 治壱 磯 守  岩崎 隆  越智 將人 落合 悟
　小野 登身 　河西 力 菊地 正芳 北村 均  木下 照信 髙良 啓子
　小杉 忠広 　古平 貞夫 後藤 幸雄 坂本 利男 清水 一樹 菅沼 孝仁
☆鈴木 貴博　　　☆鈴木 康幸 曽根 将郎 高見 紀雄　　　☆竹田 利光  田中 節照
　田中 徳夫 　殿井 正敏 飛田 幸男 豊藏 均　　　　☆仲佐 修二  中根 史郎
　野村 光宏 　福田 芳野 藤原 忍  星 宏海  本川 勇  水本 隆信
　三宅 秀俊 　向川 茂 村田 義雄 望月 敬士 桃井 雅彦 横山 英悦 　　　 
☆米山 拓未 　若杉 松男
☆小泉 隆一 　中村 寛 野村 脩
　青木 美樹子 　石川 昇造 大平 暁  加藤 雍太郎 　　☆柴田 正文 庄司 ヨシ
　内藤 操 ☆福田 光子　　☆藤枝 修子  前川 冨士子 柳 龍子

本部委員会
総務委員会　　　委員長　　加藤 精一　　　　　財務委員会　　　委員長　　加藤 新一郎
広報委員会　　　委員長　☆小沼 康子　　　　　鑑賞研究委員会　委員長　　高橋 康夫（兼）　　  
技術委員会　　　委員長　　廣瀬 慶寛　　　　　国際活動委員会　委員長　　三橋 一夫

特別委員会
文化財指定庭園調査委員会　委員長　　　　　　　　高橋 康夫
日本庭園協会賞選考委員会　委員長　　　　　　　　高橋 康夫
日本庭園協会賞選考規定検討委員会　委員長　　　　高橋 良仁
日本庭園協会百周年記念事業実行委員会　委員長　　高橋 康夫

支　部
北海道南支部　支部長　　桃井 雅彦　　　　宮城県支部　　支部長　　菊地 正樹　　　　　栃木県支部　　支部長　　清水 一樹
茨城県支部　　支部長　　飛田 幸男　　　　埼玉県支部　　支部長　　石井 国義　　　　　千葉県支部　　支部長　　村田 義雄
東京都支部　　支部長　☆鈴木 康幸　　　　神奈川県支部　支部長　☆米山 拓未　　　　　新潟県支部　　支部長　　若杉 松男
石川県支部　　支部長　　向川 茂　　　　　静岡県支部　　支部長　　石井 敬明　　　　　愛知県支部　　支部長　　高見 紀雄
近畿支部　　　支部長　　山田 拓広　　　　岡山県支部　　支部長　　三宅 秀俊　　　　　広島県支部　　支部長　　藤原 忍
鳥取県支部　　支部長　　石亀 靖　　　　　島根県支部　　支部長　☆仲佐 修二　　　　　山口県支部　　支部長　　殿井 正敏　
四国支部　　　支部長　　越智 將人　

名誉会長
顧 問
会 長
副 会 長
常務理事
理 事

評 議 員

監 事
名誉会員

☆印は新任　敬称略　五十音順2020 年度～ 2022 年度

本 部 委 員 会 及 び 支 部 組 織

役 員 一 覧

3 密を避け、マスク着用での総会のようす
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Ⅰ　事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

①入会金収入 入会金収入

②会費収入 受取会費

③事業収益 講座収入

 鑑賞研究講演会

 鑑賞研究見学会

 庭園協会賞講演会費

 受託事業費

④雑収益 雑収益

事業活動収入計 

125,000

6,182,000

690,000

167,000

751,200

504,000

4,977,299

20

13,396,519

452,254

573,803

100,000

127,370

730,466

180,000

63,000

75,000

199,759

76,450

20,000

23,000

224,500

80,680

15,000

56,000

39,019

3,143,215

900,000

1,280,000

520,000

660,000

100,000

450,000

50,000

400,000

646,000

500,000

180,000

40,000

75,000

140,000

65,000

70,000

20,000

50,000

76,000

20,000

56,000

85,000

20,000

65,000

1,500,000

150,000

6,200,000

720,000

180,000

900,000

500,000

3,300,000

20

11,950,020

科　　　目 備考備考令和元年度実績 令和 2年度予算額 令和元年度実績 令和 2年度予算額

令和２年度予算書
令和２年 1月 1日から令和２年 12 月 31 日まで （単位：円）

　1 事業費支出

1-1

　

1-2

1-3

　1-3-1

　　

　1-3-2

　1-3-3

　　

　1-3-4

　　

1-4

1-5

広報委員会費

会報印刷費

会報郵送料

会報取材編集費

鑑賞研究委員会費

鑑賞研究講演会費

鑑賞研究見学会 

技術委員会費

講座費

講師謝礼

講師旅費交通費

事務・会場手伝い謝礼

講座会場費

講座用事務・消耗品費

地方講演会費 

講師謝礼

講師旅費交通費

伝統庭園技塾

講師謝礼

講師旅費交通費

文化財指定庭園調査会費 

文化財指定庭園保護協議会年会費

文庭協総会負担金

国際活動委員会費 

NAJGA年会費

国際交流費

文化財指定庭園調査・修復費

77,302

823,222

8,146

103,886

157,280

1,008,600

241,200

194,400

5,478

80,000

0

30,000

276,506

127,361

432,494

118,800

52,807

931,428

18,480

83,837

118,800

10,000

446,076

100,000

800,000

10,000

180,000

250,000

1,000,000

240,000

198,000

6,000

80,000

50,000

100,000

300,000

130,000

500,000

120,000

56,000

1,022,000

184,800

90,000

80,000

10,000

1,500,000

20,000

海外日本庭園修復派遣

区画整理庭園調査

・区画整理
　庭園調査事業
・国際交流活動
　（海外日本庭園
　修復事業）

科　　　目

2　管理費支出

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

　

2-6

2-8 

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

百周年事業

事業活動支出予算計

当期収支差額

前期繰越

次期繰越

7,026,800

4,943,220

5,319,641

10,262,861

定期総会費  

総会用事務・消耗品費 

庭園協会賞講演会費用 

会議費  

事務費

会場費

役員交通費補助 

事務局職員給料  

事務局職員交通費  

ホームページ運営管理費  

ウェブサイト管理費 

サーバードメイン更新料 

渉外慶弔祝賀費  

渉外費 ( 関係団体賛助金 ) 

慶弔費 

支部活動お祝い金  

通信費  

郵便・配送費 

電話料 

事務用品・消耗品費  

宣伝広告費  

水道光熱費  

賃借料  

事務所家賃 

コピー機リース料 

銀行手数料等  

会計事務所顧問料  

諸雑費

式典記念講演製本

庭園学会誌復興庭園掲載号購入   

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
１, 経常増減の部
　（1）経常収益

（2）経常費用

①入会金収入 入会金収入

②会費収入 受取会費

③事業収益 講座収入

 鑑賞研究講演会

 鑑賞研究見学会

 庭園協会賞講演会（総会）費

 受託事業費

 伝法院研修参加費

④雑収益 広告収入

 受取利息

 雑収益

 事業活動収入計 

185,000

6,760,000

525,000

100,000

1,500,000

600,000

3,300,000

50,000

10,000

0

13,030,000

1,280,000

520,000

660,000

100,000

1,245,000

45,000

1,200,000

836,000

500,000

180,000

40,000

75,000

140,000

65,000

70,000

20,000

50,000

282,000

120,000

162,000

76,000

20,000

56,000

1,435,000

20,000

65,000

1,350,000

1,500,000

1,126,057

452,254

573,803

100,000

857,836

127,370

730,466

1,013,389

594,209

180,000

63,000

75,000

199,759

76,450

43,000

20,000

23,000

305,180

224,500

80,680

71,000

15,000

56,000

3,182,234

0

39,019

3,143,215

900,000

153,943

67,746

86,197

0

387,164

△ 82,370

469,534

△ 177,389

△ 94,209

0

△ 23,000

0

△ 59,759

△ 11,450

27,000

0

27,000

△ 23,180

△ 104,500

81,320

5,000

5,000

0

△ 1,747,234

20,000

25,981

△ 1,793,215

600,000

125,000

6,182,000

690,000

167,000

751,200

504,000

4,977,299

20

2,000

13,398,519

60,000

578,000

△ 165,000

△ 67,000

748,800

96,000

△ 1,677,299

9,980

△ 2,000

△ 368,519

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

（単位：円）

　①事業費

1-1

　

1-2

　

1-3

　1-3-1

　　

　1-3-2

　　

　1-3-3

　　

　1-3-4

　

1-4

1-5

　

広報委員会費  

会報印刷費

会報郵送料

会報取材編集費

鑑賞研究委員会費 

鑑賞研究見講演会費

鑑賞研究見学会

技術委員会費  

連続講座費 

講師謝礼

講師旅費交通費

事務・会場手伝い謝礼

講座会場費

講座用事務・消耗品費

地方講演会費 

講師謝礼

講師旅費交通費

伝統庭園技塾 

講師謝礼

講師旅費交通費

文化財指定庭園調査会費 

文化財指定庭園保護協議会年会費

文庭協総会負担金

国際活動委員会費

本部会議時国際委員交通費補助 

NAJGA年会費

国際交流費

文化財指定庭園調査・修復費

900,000

100,000

800,000

280,000

10,000

120,000

150,000

1,000,000

240,000

201,000

195,000

6,000

200,000

60,000

60,000

80,000

600,000

500,000

100,000

400,000

110,000

55,000

1,186,400

950,000

220,000

120,000

100,000

10,030

2,466,396

900,524

77,302

823,222

269,312

8,146

103,886

157,280

1,008,600

241,200

199,878

194,400

5,478

110,000

80,000

0

30,000

403,867

276,506

127,361

432,494

118,800

52,807

949,908

931,428

18,480

83,837

118,800

10,000

446,076

△ 524

22,698

△ 23,222

10,688

1,854

16,114

△ 7,280

△ 8,600

△ 1,200

1,122

600

522

90,000

△ 20,000

60,000

50,000

196,133

223,494

△ 27,361

△ 32,494

△ 8,800

2,193

236,492

18,572

201,520

36,163

△ 18,800

30

2,020,320

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

②管理費

2-1

　

2-2

　

2-3

2-4

2-5

2-6

 

2-8

2-9 

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-15

　経常費用計
　　 当期経常増減額
 当期一般正味財産増減額
 一般正味財産期首残高
 一般正味財産期末残高
Ⅱ 正味財産期末残高 

12,425,619
972,900
972,900
4,346,741
5,319,641
5,319,641

　

定期総会費  

総会用事務・消耗品費

庭園協会賞後援会費

会議費  

会議用事務・消耗品費

会場費

役員交通費補助

事務局職員給料  

事務局職員交通費

ホームページ運営管理費  

ウェブサイト管理費  

サーバードメイン更新料  

渉外慶弔祝賀費  

渉外費（関係団体賛助金）

慶弔費

支部活動お祝い金  

通信費  

郵便・配送費

電話料

事務用品・消耗品費  

宣伝広告費  

水道光熱費  

賃借料  

事務所家賃

コピー機リース料

銀行手数料等  

会計事務所顧問料

諸雑費  

百周年記念事業  

正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成31年 1月 1日から令和元年 12 月 31 日まで

収支計算書に対する注記
１.　資金の範囲   

資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮受金を含めている。なお、

前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。 

２.　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳   

現金及び預金

　　　合　　計

未払金

源泉所得税預り金

震災復興庭園寄付預り金

仮受金

　　　合　　計

次期繰越収支差額

科　　目 前期末残高 当期末残高

4,346,741

4,346,741

0

0

0

0

0

4,346,741

5,319,641

5,319,641

0

0

0

0

0

5,319,641

（単位：円）

（単位：円）

科　目 金　額 科　目 金　額

貸 借 対 照 表
令和元年 12月 31 日現在 （単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産  
　　　　 現金
 普通預金（みずほ）
 振替貯金
 通常貯金（ぱるる）
 定期預金

 資産合計

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債
 流動負債合計 
 負債合計 
 
 
 
Ⅲ　　正味財産の部
　　１. 一般正味財産
 正味財産合計   
　　　　負債及び正味財産合計 

0
1,922,666
3,271,136
125,839

0

5,319,641

0
0

5,319,641
5,319,641
5,319,641

科　　目 金　　額

財 産 目 録
令和元年 12月 31 日現在 （単位：円）

Ⅰ　資産の部    

　　１. 流動資産   

　　　　　現金預金  

 現金手許有高

  普通預金　みずほ銀行　口座番号　1716382

 普通預金　みずほ銀行　口座番号　1159951

 普通預金　みずほ銀行　口座番号　1159943

 振替貯金　ゆうちょ銀行 #00140-4-665089

 振替貯金　ゆうちょ銀行 #00110-5-76081

 通常貯金　ゆうちょ銀行 #00110-5-76081

 定期預金　みずほ銀行

 資産合計

Ⅱ　負債の部

　　１. 流動負債

 負債合計

Ⅲ　正味財産   

0

1,741,661

1,000

180,005

121,110

3,150,026

125,839

0

5,319,641

0

5,319,641

監　査　報　告　書

　下記監事 3 名は、一般社団法人日本庭園協会において、会長の提出した

2019 年度における会務の執行を総括した会費収入の「事業活動支出」の内

訳並びに「収支決算書」「正味財産増減計算書」「貸借対照表及び財産目録」

等につき監査した。

　監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわれてお

り、正確に処理されていることをみとめます。

　　令和 2年　2月　18 日

一般社団法人　日本庭園協会
監事　野村 脩／同　髙梨 節子／同　中村 寛　

Ⅰ  事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

入会金収入
会費収入 受取会費
事業収益 講座収入
 鑑賞研究講演会
 鑑賞研究見学会
 庭園協会賞講演会費
 受託事業費
雑収益 広告収入
 受取利息
 雑収益

事業活動収入計 

1185,000
6,760,000
525,000
100,000
1,500,000
600,000
3,300,000
50,000
10,000

0

13,030,000

1,280,000
520,000
660,000
100,000
1,245,000
45,000

1,200,000
928,000
500,000
180,000
40,000
75,000
140,000
65,000
70,000
20,000
50,000
282,000
120,000
162,000
76,000
20,000
56,000

1,415,000
65,000

1,350,000
1,500,000

1,126,057
452,254
573,803
100,000
857,836
127,370
730,466
1,013,389
594,209
180,000
63,000
75,000
199,759
76,450
43,000
20,000
23,000
305,180
224,500
80,680
71,000
15,000
56,000

3,182,234
39,019

3,143,215
900,000

1,126,057
452,254
573,803
100,000
857,836
127,370
730,466
1,013,389
594,209
180,000
63,000
75,000
199,759
76,450
43,000
20,000
23,000
305,180
224,500
80,680
71,000
15,000
56,000

3,182,234
39,019

3,143,215
900,000

125,000
6,182,000
690,000
167,000
751,200
504,000
4,977,299

0
20

2,000

13,398,519

60,000
578,000

△ 165,000
△ 67,000
748,800
96,000

△ 1,677,299

9,980
△ 2,000

△ 368,519

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

令和元年度収支計算書
平成31年 1月 1日から令和元年 12 月 31 日まで

     1 事業費支出
1-1
　

1-2

1-3
　1-3-1

　1-3-2
　　

　1-3-3

　1-3-4

1-4

1-5
　

広報委員会費  
会報印刷費 
会報郵送料 
会報取材編集費  
鑑賞研究委員会費  
鑑賞研究講演会費　　　　  
鑑賞研究見学会 
技術委員会費  
講座費 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
事務・会場手伝い謝礼 
講座会場費 
講座用事務・消耗品費 
地方講演会費 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
伝統庭園技塾 ( 仙台 ) 
講師謝礼 
講師旅費交通費 
文化財指定庭園調査会費 
文化財指定庭園保護協議会年会費 
文庭協総会負担金 
国際活動委員会費  
NAJGA年会費 
国際交流費 
文化財指定庭園調査・修復費  

900,000
100,000
800,000
257,000
10,000
120,000
150,000
1,000,000
240,000
201,000
195,000
6,000

200,000
60,000
60,000
80,000
600,000
500,000
100,000
400,000
110,000
55,000

1,170,000
950,000
220,000
120,000
100,000
10,030

2,466,396

900,524
77,302
823,222
269,312
8,146

103,886
157,280
1,008,600
241,200
199,878
194,400
5,478

110,000
80,000

0
30,000
403,867
276,506
127,361
432,494
118,800
52,807
949,908
931,428
18,480
83,837
118,800
10,000
446,076

△ 524
22,698

△ 23,222
△ 12,312
1,854
16,114
△ 7,280
△ 8,600
△ 1,200
1,122
600
522

90,000
△ 20,000
60,000
50,000
196,133
223,494
△ 27,361
△ 32,494
△ 8,800
2,193

220,092
18,572
201,520
36,163
100,000

30
2,020,320

②管理費支出
2-1

2-2

2-3
2-4
2-5

2-6

2-8

2-9 
2-10
2-11
2-12

2-13
2-14
2-15
百周年事業
 

定期総会費  
総会用事務・消耗品費 
庭園協会賞講演会費用 
会議費  
事務費  
会場費
役員交通費補助 
事務局職員給料  
事務局職員交通費  
ホームページ運営管理費  
ウェブサイト管理費 
サーバードメイン更新料 
渉外慶弔祝賀費  
渉外費（関係団体賛助金） 
慶弔費 
支部活動お祝い金 
通信費  
郵便・配送費 
電話料 
事務用品・消耗品費  
宣伝広告費  
水道光熱費  
賃借料  
事務所家賃 
コピー機リース料 
銀行手数料等  
会計事務所顧問料 
諸雑費  
  

経常費用計 

 当期経常増減額

 当期収支差額

 前期繰越収支差

 次繰越収支差額 

14,197,426 12,425,619

972,900

972,900

4,346,741

5,319,641

1,771,807



−   10−−   11− G S J  N e w s  N o . 1 0 1   2 0 2 0 . 7 . 3 1G S J  N e w s  N o . 1 0 1   2 0 2 0 . 7 . 3 1

１　

海
外
日
本
庭
園

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要現

在
、
海
外
に
あ

る
日
本
庭
園
は
5
0
0
箇
所
以
上
を
数

え
る
が
、
十
分
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る

庭
園
は
多
く
は
な
い
。
こ
う
し
た
荒
れ
た

庭
園
を
再
生
し
、
日
本
文
化
を
よ
り
活
発

に
伝
え
る
拠
点
に
し
よ
う
と
、国
土
交
通
省

（
以
降
国
交
省
）
は
外
務
省
と
連
携
し
て

2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
度
か
ら
「
海
外

日
本
庭
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。

在
外
公
館
を
通
じ
、
修
復
・
指
導
を
望

む
日
本
庭
園
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
数
の

応
募
が
あ
っ
た
。
本
プ
ロ
ジェク
ト
は
、
そ
の

中
か
ら
相
手
国
側
の
協
力
体
制
や
庭
園
の

維
持
体
制
が
整
って
お
り
、
修
復
効
果
が
高

い
も
の
に
つ
い
て
、
日
本
の
造
園
業
関
係
団

体
か
ら
技
術
者
を
派
遣
し
、
現
地
の
技
術

者
と
と
も
に
修
復
を
行
い
、
加
え
て
講
習

会
や
管
理
マニュア
ル
な
ど
に
よ
り
そ
の
適
切

な
維
持
管
理
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
５
年

間
で
50
箇
所
程
度
の
修
復
支
援
を
目
標
と

し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
庭
園
２
箇
所
を

選
び
、
２
団
体
を
派
遣
し
て
修
復
作
業
を

実
施
し
た
。

２
年
目
の
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
度

は
そ
の
門
戸
を
姉
妹
都
市
に
も
広
げ
、
３

箇
国
、
６
箇
所
の
庭
園
が
対
象
と
な
っ
た
。

そ
の
中
に
（
一社
）
日
本
庭
園
協
会
（
以
降
、

当
協
会
）が
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
シ
カ
ゴ・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
内
日
本
庭
園
も
含
ま
れ

て
い
る
。
修
復
対
象
と
な
っ
た
理
由
は
、
在

シ
カ
ゴ
総
領
事
館
の
伊
藤
直
樹
総
領
事
の

強
い
希
望
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

因
み
に
、
３
年
目
の
2
0
1
9
（
令
和

元
）
年
度
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
４
箇
国
、

８
箇
所
の
日
本
庭
園
の
修
復
支
援
が
実
施

さ
れ
た
。

２　

シ
カ
ゴ・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
内
日
本
庭

園
の
概
要

こ
の
庭
園
の
歴
史
は
、
１
８
９
３
（
明
治

26
）
年
、
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博

覧
会
に
日
本
政
府
が
平
等
院
鳳
凰
堂
を
模

し
た
木
造
建
築
の
パ
ビ
リ
オ
ン
「
鳳
凰
殿
」

を
寄
贈
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
１
９
３
４

（
大
正
９
）
年
に
同
地
で
２
回
目
の
万
博

が
開
催
さ
れ
た
時
に
日
本
庭
園
が
造
ら
れ

た
。
当
時
は
鳳
凰
堂
の
前
に
庭
園
が
あ
り
、

想
像
す
る
だ
に
立
派
な
風
景
で
あ
っ
た
こ
と

と
思
う
。
こ
の
庭
は
鳳
凰
堂
に
因
み
「
フェ

ニッ
ク
ス
・
ガ
ー
デ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
先
の

大
戦
中
も
市
民
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
が
、

戦
後
間
も
な
い
1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年

に
焼
失
し
、
庭
園
は
荒
廃
し
た
。

1
9
7
8（
昭
和
53
）年
か
ら
1
9
8
1

（
昭
和
56
）
年
に
か
け
シ
カ
ゴ
公
園
局
に
よ

り
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
、
池
の
拡
張
、

滝
口
の
整
備
、
橋
と
四
阿
の
新
築
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年

以
降
、園
内
に
１
７
０
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、

2
0
1
6（
平
成
28
）
年
に
は
オ
ノ
・
ヨ
ー

コ
氏
に
よ
る
オ
ブ
ジ
ェ
「
ス
カ
イ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
名
所
と
な
って

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
品
は
鳳
凰
が
天

空
か
ら
地
上
に
舞
い
降
り
た
イ
メ
ー
ジ
、
と

の
こ
と
で
、
焼
失
し
た
鳳
凰
堂
跡
地
に
作

ら
れ
て
い
る
。

本
庭
園
は
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
の

シ
カ
ゴ
市
と
大
阪
市
の
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
の一環
と
し
て
、
大
阪
市
が
修
復
に
協

力
し
た
こ
と
を
契
機
に
「
大
阪
ガ
ー
デ
ン
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

３　

当
協
会
事
業
の
概
要

（
１
）
経
緯

当
協
会
に
は
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）

年
４
月
に
国
交
省
よ
り
参
加
協
力
の
要
請

が
あ
り
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
内
日
本
庭
園

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
ガ
ー
デ
ン
・
キ
ュレ

タ
ー
の
内
山
貞
文
氏
よ
り
強
い
後
押
し
が

あ
っ
た
。

（
２
）
事
前
調
査

そ
の
後
、
国
交
省
、
都
市
緑
化
機
構
の

担
当
者
と
打
合
せ
を
重
ね
て
、
2
0
1
8

年
７
月
に
３
日
間
の
予
定
で
事
前
調
査
を

実
施
し
た
。
調
査
内
容
は
、
現
地
の
状
況

と
要
望
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

現
地
に
は
日
本
か
ら
国
交
省
の
脇
坂
隆
一

国
際
緑
地
環
境
対
策
官
、
当
協
会
か
ら
筆

者
、
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
は
シ
カ
ゴ
公
園
局

文
化
資
源
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
マ
イ
ク
・
デ
ミ
ト

リ
フ
氏
、
管
理
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
カ
レ
ン・ス
ジ
ャ

カ
氏
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
の
内
山

氏
、
後
援
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
カ
ー
氏
、
工
事

業
者
ク
ラ
ウ
ス
社
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
社
長
、
領

事
館
か
ら
加
藤
俊
久
領
事
の
面
々
が
集
ま

り
、
ど
こ
を
ど
う
修
復
し
た
い
か
、
ま
た

今
後
、
庭
を
ど
う
発
展
さ
せ
た
い
か
を
討

論
し
、
そ
の
結
果
を
当
協
会
が
図
面
化
す

る
こ
と
に
な
り
、
筆
者
が
担
当
し
た
。

こ
の
事
業
を
引
き
受
け
る
条
件
と
し
て
、

一
年
き
り
で
、
４
、５
人
が
行
っ
て
庭
園
の一

部
を
修
復
し
て
も
意
味
が
な
い
の
で
少
な
く

と
も
数
年
続
け
て
現
地
の
管
理
体
制
が
作

れ
る
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
一
緒
に
作
業

し
な
が
ら
継
続
性
の
あ
る
事
業
と
し
た
い

と
提
案
し
た
。
国
交
省
の
方
針
と
し
て
は

一
庭
一
年
の
計
画
で
あ
る
と
し
つつ
も
、
提

案
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
初
年
度
は
調
査
と

設
計
に
あ
て
、
２
年
目
に
実
施
作
業
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
は
シ
カ
ゴ
側
と
当

協
会
が
直
接
契
約
を
結
び
事
業
を
続
け
な

シ
カ
ゴ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
内
日
本
庭
園
修
復

国
際
活
動
委
員
会

三
橋 

一
夫

の
だ
と
思
い
、
本
年
、
現
地
下
見
を
予
定

し
て
い
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
延
期
と
な
って
い

る
。
本
件
も
チ
ー
ム
を
作
って
対
応
す
る
予

定
に
し
て
い
る
。

６　

世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響新

型
コ
ロ
ナ
騒
動
は
庭
園
に
と
っ
て
国
内

は
勿
論
、
海
外
に
お
い
て
も
影
響
が
大
き

い
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
の
例
で
は
、

従
業
員
は
数
名
の
幹
部
を
残
し
て一時
全
員

解
雇
さ
れ
、
３
月
か
ら
閉
園
し
た
。
６
月

半
ば
に
再
開
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は
復

職
し
た
、
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
様
々
に
人
生
が
変
わ
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

海
外
で
の
活
動
は
今
迄
の
地
道
な
行
動

の
積
み
重
ね
と
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
蔭
と

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ

ば
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

（
理
事　

国
際
活
動
委
員
長
）

参
考
資
料
・
国
交
省
Ｈ
Ｐ
、
外
務
省
Ｈ
Ｐ

伊藤総領事からの依頼で各人が庭への想いを語っ
たレセプション

が
ら
管
理
、
指
導
体
制
を
作
る
。
こ
の
よ

う
に
継
続
し
た
協
同
作
業
シ
ス
テ
ム
を
互
い

に
作
っ
て
い
く
こ
と
に
当
協
会
が
関
わ
る
と

い
う
提
案
が
認
め
ら
れ
た
。

（
３
）
実
施
体
制
と
内
容

翌
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
、
実
施

作
業
の
時
期
は
、
現
地
の
気
象
デ
ー
タ
を

加
味
し
て
６
月
と
決
定
し
た
。

以
前
か
ら
当
協
会
で
は
海
外
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
る
会
員
を
各
支
部
に
呼
び
か

け
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
早
く
そ
の
機
会
が
来

る
と
は
と
思
い
な
が
ら
早
め
に
シ
カ
ゴ
チ
ー

ム
の
人
選
を
始
め
た
。　
　

今
回
の
海
外
活
動
へ
の
参
加
呼
び
か
け
に

応
え
て
い
た
だ
い
た
越
智
將
人
氏
（
四
国

支
部
）、
高
見
紀
雄
氏
（
愛
知
県
支
部
）、

池
田
功
氏
（
東
京
都
支
部
）、
星
宏
海
氏

（
海
外
活
動
委
員
）
と
筆
者
を
入
れ
て
計

５
名
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
こ
れ
に
加
え

平
成
30
年
度
文
化
庁
新
進
芸
術
家
海
外
研

修
制
度
で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
に
派
遣

さ
れ
て
い
た
細
野
達
哉
氏
（
東
京
都
出
身
）

が
参
加
を
申
し
出
て
こ
ら
れ
、
仲
間
と
し

て
共
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
施
作
業
に
先
立
ち
４
月
に
下
見
打
合

せ
を
行
っ
た
。
海
外
で
活
動
す
る
際
、
下

見
は
不
可
欠
で
あ
る
。
施
工
す
る
場
所
、

材
料
、
搬
入
の
手
順
、
重
機
や
道
具
の
手

配
、
作
業
段
取
り
の
確
認
な
ど
、
現
地
の

関
係
者
と
綿
密
な
打
合
せ
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
前
述
の
件
と
６
月
の
実
施

作
業
迄
に
撤
去
す
べ
き
植
木
や
石
、
ホ
テ
ル

か
ら
現
場
ま
で
の
送
迎
、
食
事
の
手
配
に

至
る
ま
で
綿
密
か
つ
具
体
的
に
決
め
て
いっ

た
。
下
見
打
合
せ
の
出
席
者
は
シ
カ
ゴ
公

園
局
か
ら
２
人
、
加
藤
領
事
、
工
事
会
社

か
ら
社
長
と
現
場
責
任
者
、
大
阪
市
建
設

局
（
一
部
資
金
提
供
）
か
ら
２
人
と
筆
者
、

計
８
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
６
月
12
日
か

ら
19
日
ま
で
、
実
働
６
日
の
活
動
が
実
現

の
運
び
と
な
っ
た
。
作
業
の
内
容
に
つ
い

て
は
協
会
ニ
ュ
ー
ス
第
98
号
で
報
告
し
て

い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
４
日
目

の
夕
刻
、
領
事
館
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

関
係
者
全
員
が
招
待
さ
れ
、
伊
藤
総
領
事

か
ら
今
回
の
修
復
作
業
の
お
礼
と
今
後
も

期
待
し
て
い
る
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
誇

ら
し
い
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

（
４
）
シ
カ
ゴ
公
園
局
か
ら
の
感
謝
状

帰
国
後
、
思
い
が
け
ず
シ
カ
ゴ
公
園
局

か
ら
当
協
会
と
参
加
者
全
員
に
感
謝
状
が

届
い
た
。
当
協
会
の
作
業
成
果
、剪
定
指
導
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
対
す
る
高
い
評
価
へ
の
証

と
受
け
止
め
た
。
今
年
も
メ
ン
バ
ー
を
代
え

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
作
業
と
し
て
は
、
関

係
者
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
修
正
実
施
図

面
を
描
く
こ
と
と
し
、
次
回
に
備
え
て
い
る
。

４　

2
0
2
0
（
令
和
２
）
年
度
の
予
定

本
年
度
に
修
復
支
援
を
実
施
す
る
日
本

庭
園
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
６
箇
国
、
９
箇
所
が
選
定
さ
れ
た
。

当
協
会
は
国
交
省
か
ら
モ
ス
ク
ワ
市
の
ロ
シ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
中
央
植
物
園
の
日
本

庭
園
（
造
園
家
中
島
健
設
計
）
の
修
復
依

頼
を
受
け
て
い
る
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

収
束
の
状
況
待
ち
で
、
今
年
は
担
当
者
と

メ
ー
ル
で
修
復
依
頼
部
分
の
指
導
を
進
め
、

行
け
る
時
に
備
え
、
関
係
者
の
共
有
情
報

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５　

そ
の
後
の
展
開

シ
カ
ゴ
の
伊
藤
総
領
事
は
、
当
協
会
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
て
間
も
な
く
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュの
大
使
に
就
任
さ
れ
た
。
日
本
と
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
2
0
2
2
（
令
和
４
）
年

に
国
交
樹
立
50
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念

に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
国
内
初
の
日
本

庭
園
の
実
現
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、
当

協
会
に
そ
の
設
計
と
施
工
の
依
頼
が
伊
藤

大
使
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
。
縁
は
つ
な
が
る
も

シカゴ公園局からの感謝状
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は
じ
め
に

こ
の
度
は
日
本
庭
園
協
会
創
立
１
０
０

周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

も
こ
の
機
会
に
立
ち
会
え
、
一
造
園
人
と

し
て
光
栄
で
す
。

今
日
は
「
日
本
庭
園
の
未
来　

1
0
0

年
後
の
日
本
庭
園
に
つ
い
て
」
と
い
う
難

題
を
高
橋
康
夫
会
長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
1
0
0
年
経
っ
た
ら
こ
こ
に
い
る
皆

さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
私
の
妄
想
を
聞
い
て
い
た
だ
き

一
般
社
団
法
人 

日
本
庭
園
協
会 

創
立
百
周
年
記
念
講
演
会

『
日
本
庭
園
の
未
来
　
１
０
０
年
後
を
夢
見
て
』

粟
野 

隆
（
東
京
農
業
大
学
准
教
授
）

2
0
1
8（
平
成
30
）年
10
月
21
日（
日
）

緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
講
義
室

き
ま
す
。

当
協
会
の
初
代
世
話
人
で
東
京
の
公

園
の
育
て
の
親
で
あ
る
井
下
清
先
生
が
、

1
9
2
8
年
発
行
の
機
関
誌
「
庭
園
」
に

「
1
0
0
年
後
に
公
園
は
無
く
な
る
」
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
ま
す
。「
1
0
0

年
後
は
人
間
が
自
然
生
活
を
実
現
し
て
公

園
は
無
く
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る
世
の
中

に
な
っ
て
い
る
。
無
線
電
話
や
無
線
記
録

器
、
描
字
器
が
発
明
さ
れ
、
放
送
電
動
器

に
よ
る
過
密
樹
、
刈
草
の
管
理
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
腐
植
質
ガ
ス
に
よ

る
肥
料
化
が
進
ん
で
草
花
や
風
致
樹
の
育

成
が
進
展
し
て
い
る
。
50
歳
の
平
均
寿
命

は
2
0
2
8
年
に
80
歳
と
な
っ
て
い
る
」。

2
0
1
8
年
の
今
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
も
発
明
さ
れ
、
平

均
寿
命
も
80
代
を
超
え
、
人
生
１
０
０
歳

時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
井
下
先
生
の

予
言
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
皆
さ
ん
に
問
い
か

け
を
し
ま
す
。「
今
か
ら
1
0
0
年
後
の

2
1
1
8
年
に
日
本
庭
園
は
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
無
い
の
か
」。

日
本
庭
園
に
限
ら
ず
世
界
各
地
に
は

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
庭
園
が
つ
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ

ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
代
表
さ
れ
る
整
形
幾
何

学
式
庭
園
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国
の
頤
和
園

の
よ
う
な
当
時
の
皇
帝
が
権
力
を
使
って
造

営
し
た
非
常
に
広
大
な
庭
園
、
韓
国
の
自

然
風
景
そ
の
も
の
に
美
を
見
出
し
た
庭
園
。

そ
し
て
日
本
で
は
、
龍
安
寺
の
石
庭
の
よ
う

に
白
砂
を
海
に
、
石
を
海
中
に
浮
か
ぶ
島

に
見
立
て
た
り
、
風
景
を
縮
小
し
て
表
現

し
た
り
す
る
と
い
う
独
特
な
様
式
と
認
識

を
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

今
日
の
お
話
で
は
、
日
本
庭
園
の
未

来
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
い
く
つ
か
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
最
初
に
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

日
本
庭
園
の
未
来
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う

か
。
①
日
本
庭
園
が
生
ま
れ
て
き
た
背
景

に
あ
る
理
想
、
②
日
本
庭
園
と
し
て
の
様

式
、空
間
、意
匠
、③
日
本
庭
園
の
使
い
方
、

利
用
、
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
。

ま
ず
は
日
本
庭
園
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
み

ま
す
。
今
か
ら
1
0
0
年
前
に
当
協
会

が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
先

人
た
ち
が
、
未
来
の
日
本
庭
園
に
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
２
つ
を
踏

ま
え
て
1
0
0
年
後
の
２
１
１
８
年
に
向

か
っ
て
私
達
で
考
え
て
み
た
い
こ
と
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
庭
園
の
あ
ゆ
み

最
初
に
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
か
ら
近
代

ま
で
の
庭
園
の
歩
み
を
説
明
し
ま
す
。

日
本
の
庭
園
の
特
徴
は
、
外
来
の
思
想

を
日
本
的
に
改
め
て
独
自
の
様
式
に
生
み

出
し
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
７
～
８
世
紀

の
中
国
や
韓
国
が
日
本
の
庭
園
に
及
ぼ
し

た
影
響
は
多
大
で
し
た
。
蘇
我
馬
子
が
西

暦
5
8
8
年
に
飛
鳥
寺
を
造
営
し
て
仏

教
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
そ
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
古
代
朝
鮮
の
中
で
も
百
済

の
国
か
ら
建
築
や
建
築
装
飾
、
瓦
の
製
造
、

天
井
に
絵
を
描
く
画
家
な
ど
の
専
門
家
や

指
導
者
を
起
用
し
、
飛
鳥
寺
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

文
献
に
日
本
の
庭
園
が
初
め
て
出
て
く

る
の
は
日
本
書
紀
で
す
。
推
古
天
皇
が
即

位
し
て
20
年
目
の
6
1
2
年
、
百
済
の

渡
来
人
が
捕
ま
っ
て
処
刑
さ
れ
る
時
に
命

乞
い
を
し
た
際
の
「
私
は
庭
園
を
つ
く
る

才
能
が
あ
る
。
だ
か
ら
私
を
殺
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
い
う
記
載
で
す
。
飛
鳥
時

代
の
小お
は
り墾
田だ
の
み
や宮
と
い
う
宮
廷
の
南
側
に
庭

を
つ
く
ら
せ
た
ら
そ
れ
が
非
常
に
良
か
っ

た
。
そ
の
人
は
「
路み
ち
こ
の
た
く
み

子
工
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
路
子
工
の
育
っ
た
百
済
で
は
、
四

岸
と
い
う
四
角
形
の
池
が
数
多
く
つ
く
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
代
表
的
な
古
代
寺

院
で
あ
る
定
林
寺
で
は
、
真
ん
中
に
橋
を

架
け
た
四
角
形
の
池
が
あ
り
ま
す
。

今
の
日
本
庭
園
の
池
庭
は
非
常
に
緩
や

か
に
カ
ー
ブ
す
る
曲
線
の
汀
線
を
も
っ
た

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
飛
鳥
時
代
に
つ
く
ら

れ
た
庭
園
に
は
、
百
済
の
庭
園
と
非
常
に

酷
似
し
た
人
工
的
な
四
角
形
の
池
が
あ
り

ま
し
た
。
奈
良
県
明
日
香
村
の
石い
し
が
み神
遺
跡

で
見
つ
か
っ
た
庭
園
の
遺
構
は
、
全
く
同

じ
四
角
形
の
池
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
世
紀
に
な
る
と
都
は
奈
良
の
平
城

京
に
遷
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
中
国
、
唐
の

長
安
城
を
模
倣
し
た
庭
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
平
城
京
の
都
城
は
、
真
ん
中
に
羅
城

門
が
開
い
て
ま
っ
す
ぐ
な
朱
雀
大
路
が
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
通
り
、
一
番
北

側
に
平
城
宮
と
い
う
天
皇
が
政
治
を
す

る
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
大
事
な
の
は
、
平
城
宮
の
北
側
に
は

松し
ょ
う
り
ん
え
ん

林
苑
と
い
う
大
き
な
庭
園
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
水み
な
か
み
い
け

上
池
と
い
う
池
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
し
て
平
城
京
の
東
南
過
ぎ
の
部

分
に
は
、
五ご
と
く徳

池い
け

と
い
う
人
工
的
な
池
が

あ
り
ま
し
た
。
実
は
中
国
の
長
安
城
に
も

曲き
ょ
く
こ
う
ち

江
池
と
い
う
人
工
的
な
池
が
あ
り
、
平

城
京
と
同
じ
な
の
で
す
。
奈
良
時
代
に

は
、
州
浜
を
も
つ
庭
園
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
中
国
の
文

化
、
庭
園
文
化
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
も
残
る

平
城
宮
の
佐さ

き紀
池い
け

（
図
１
）
は
、
平
城
宮

の
北
側
に
営
ま
れ
た
苑
池
の
痕
跡
で
あ
る

と
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
８
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
韓
国
や
中
国
の
庭
園
文
化
を
直
接
的

に
模
倣
し
て
き
た
我
が
国
は
、
そ
れ
を
日

本
的
な
庭
園
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
事
例
は
、
国
の

特
別
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
平
城
宮

の
東
院
庭
園
で
す
。
今
我
々
が
日
本
庭
園

と
し
て
認
識
す
る
よ
う
な
非
常
に
豪
快
な

石
組
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
平
安
時
代
以
降
、
特
に
貴
族
の
庭

園
文
化
に
も
直
結
す
る
遣
水
の
遺
構
等
も

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

地
域
地
域
の
風
土
に
伴
っ
て
日
本
化
さ
れ

て
い
く
傾
向
が
見
え
る
わ
け
で
す
。
池
の

形
も
精
妙
に
屈
曲
す
る
護
岸
を
も
っ
た図 1 　奈良平城京佐紀池

【
粟
野 

隆 

氏 

プ
ロ
フィ
ー
ル
】

　

造
園
史
家
、
東
京
農
業
大
学
准
教
授
。

１
９
７
６
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
東
京
農
業
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
農
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
。
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈

良
文
化
財
研
究
所
に
て
考
古
遺
跡
の
発
掘
調

査
や
保
存
整
備
、
歴
史
的
庭
園
の
調
査
研
究

に
従
事
。
専
門
は
造
園
史
お
よ
び
文
化
財
保

存
計
画
。
２
０
１
７
年
日
本
造
園
学
会
賞（
研

究
論
文
部
門
）
受
賞
。
著
書
に
『
近
代
造

園
史 M

odern 
Landscape 
Architecture

』

（
２
０
１
８）
な

ど
。

り
、
中
島
を
浮
か
べ
た
り
、
庭
園
と
一
体

化
す
る
よ
う
に
建
物
を
建
て
た
り
、
日
本

風
の
庭
園
と
い
う
も
の
が
よ
う
や
く
こ
の

時
代
に
出
て
き
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
外

来
の
思
想
や
外
来
の
庭
園
が
日
本
化
さ
れ

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
安
時
代
後
期
に
は
、
浄
土
式
庭
園
が

非
常
に
よ
く
発
達
し
ま
し
た
。
平
泉
の
毛
越

寺
や
無
量
光
院
、
宇
治
の
平
等
院
庭
園
、
ま

た
源
頼
朝
が
戦
で
亡
く
な
っ
た
兵
士
を
弔

う
た
め
に
つ
く
っ
た
鎌
倉
の
永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
庭
園

な
ど
も
浄
土
式
庭
園
の
重
要
な
遺
構
で
す
。

こ
の
浄
土
式
庭
園
と
い
う
様
式
は
、
平

安
時
代
を
中
心
に
広
ま
っ
た
浄
土
思
想

に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
も
そ
も
そ
の
思
想

は
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本

に
伝
わ
っ
た
浄
土
変
の
考
え
方
が
基
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
釈
迦
如
来
や

阿
弥
陀
如
来
、
弥
勒
菩
薩
、
薬
師
如
来
が

舞ぶ
ら
く
だ
ん

楽
段
と
い
う
人
工
的
に
つ
く
っ
た
段
の

上
に
祀
ら
れ
、
そ
の
下
に
は
蓮
の
池
が
あ

る
。
そ
の
池
の
中
に
舞
楽
段
と
い
う
段
を

つ
く
っ
て
、
そ
の
背
後
に
は
様
々
な
信
仰

の
対
象
を
描
い
た
。
こ
れ
が
朝
鮮
を
経
由

し
て
日
本
に
や
っ
て
き
た
浄
土
変
の
思
想

で
す
。
こ
の
浄
土
変
の
考
え
方
を
映
し
描

い
た
も
の
が
浄
土
変
相
図
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
が
真
実
の
極
楽
浄
土
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
日
本
に
伝
わ
る
わ
け
で
す
。　

池
の
真
ん
中
に
島
を
つ
く
り
、
橋
を
架

け
て
拝
む
と
い
う
こ
と
は
中
国
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
人
工
的
な
池
の
形
が
中
国
か

ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
頃
に
は
、
例
え
ば
宇

治
の
平
等
院
庭
園
の
よ
う
に
州
浜
を
持
つ

緩
や
か
な
汀
線
に
改
造
さ
れ
て
い
た
り
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た

外
来
思
想
が
日
本
風
に
解
釈
さ
れ
て
、
日

本
の
庭
園
の
様
式
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

鎌
倉
時
代
は
、
禅
の
庭
が
た
く
さ
ん
つ

く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

夢
窓
国
師
な
ど
の
禅
僧
に
は
、
石
を
立
て

る
こ
と
が
修
行
の
一
環
で
あ
り
、
特
に
石

組
が
発
達
し
て
い
っ
た
。
こ
の
禅
と
い
う

思
想
も
中
国
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
鎌
倉
時
代
の
建
築
も
禅
修
養
の

建
築
と
し
て
非
常
に
中
国
的
な
も
の
が
つ

く
ら
れ
て
い
っ
た
。
最
初
に
禅
院
の
考
え

方
を
導
入
し
た
の
は
蘭
渓
道
隆
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
様
々
な
禅
の
堂
宇
が
一
直
線

上
に
並
ぶ
の
は
、
南
宋
五
山
の
禅
院
の
考

え
方
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
背
面

に
庭
を
つ
く
る
、
池
（
水
溜
り
）
を
つ
く

る
と
い
う
の
は
南
宋
五
山
の
禅
院
の
中
で

は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

建
長
寺
の
建
物
の
背
面
に
池
と
庭
園
が
つ

く
ら
れ
た
背
景
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

つ
く
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
中
国
の
径

山
寺
や
金
山
寺
と
い
う
お
寺
の
影
響
を
受

け
た
の
か
。
背
面
に
庭
園
を
つ
く
る
と
い

う
の
は
特
に
日
本
で
発
達
し
た
禅
の
庭
の
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な
流
れ
が
あ
っ
た
り
、
広
大
な
芝
生
を
活

用
し
た
庭
（
図
３
）
を
つ
く
っ
た
り
し
ま

し
た
。
植
治
に
関
し
て
は
故
鈴
木
博
之
先

生
ら
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
に
あ
る
よ
う
な
思
想
を
導
入

し
て
こ
の
よ
う
な
芝
生
を
基
調
と
し
た
庭

を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

以
上
、
日
本
庭
園
の
歩
み
を
ま
と
め
ま

す
と
、
①
日
本
庭
園
は
時
代
時
代
の
先
進

的
な
思
想
を
導
入
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
②
そ
れ
が
日
本
の
風
土
に
な
じ
む

形
で
日
本
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
こ
れ
が
最
初
の
話
で
私
が
言
い
た

か
っ
た
こ
と
で
す
。

庭
園
協
会
の
先
人
た
ち
の
日
本
庭
園
の
未

来
へ
の
ま
な
ざ
し

そ
れ
で
は
二
つ
目
の
話
に
移
り
ま
す
。

日
本
庭
園
協
会
を
つ
く
っ
た
先
人
た
ち

の
具
体
的
な
話
で
す
が
、
彼
ら
が
日
本
庭

園
の
未
来
に
つ
い
て
ど
ん
な
ふ
う
に
思
っ

て
い
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
進
め
ま
す
。

1
9
1
8
（
大
正
7
）
年
12
月
、
今
か

ら
1
0
0
年
前
に
当
協
会
は
発
足
し
ま

し
た
。
当
時
の
世
話
人
は
、
上
原
敬
二
、

本
多
静
六
、
本
郷
高
徳
、
龍
居
松
之
助
、

後
藤
朝
太
郎
、
黒
田
鵬
心
、
田
村
剛
、
井

下
清
、
中
島
卯
三
郎
、
保
岡
勝
也
、
戸
野

琢
磨
、椎
原
兵
市
、伊
東
忠
太
、相
川
要
一
、

古
宇
田
實
と
い
う
方
々
で
す
。

現
在
私
は
41
歳
で
す
が
、
当
時
の
年
齢

を
み
て
み
ま
す
と
、
本
郷
と
保
岡
と
同
世
代

で
す
。
上
原
先
生
は
29
歳
、
田
村
先
生
は

28
歳
、
戸
野
先
生
に
至
っ
て
は
27
歳
と
い

う
こ
と
で
非
常
に
若
い
メ
ン
バ
ー
が
当
協

会
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
が
庭
園
の
将

来
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た

の
か
、
戦
前
の
機
関
誌
で
調
べ
ま
し
た
。

要
約
す
る
と
、
ま
ず
、
龍
居
先
生
は

「
外
来
思
想
を
受
け
つ
つ
も
日
本
趣
味
に

戻
る
。
大
事
な
も
の
は
、
日
本
の
気
候
風

土
と
い
う
も
の
が
庭
園
を
あ
る
形
に
つ
く

り
上
げ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
田
村
先
生
は
「
私
は
日
本
庭
園
を

万
国
に
通
用
す
る
も
の
と
し
た
い
。
日
本

庭
園
の
過
去
の
栄
誉
に
溺
れ
て
は
い
け
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
上
原
先
生
は
「
時
代
精
神
を
認
識

せ
よ
。
時
代
が
人
を
つ
く
り
、
人
が
時
代

を
つ
く
る
。
時
代
を
代
表
す
る
庭
園
と
い

う
も
の
を
よ
く
考
え
て
造
園
活
動
を
す
べ

き
だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
1
0
0
年
前
か
ら
今
日

に
至
る
迄
、
日
本
庭
園
は
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
が
変
わ
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し

て
、
私
の
持
論
、
視
点
を
披
露
し
ま
す
。

未
来
（
1
0
0
年
後
、
2
1
1
8 

年
）

に
向
か
っ
て
今
、
私
た
ち
で
考
え
て
み
た

い
こ
と　

考
え
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

禅
と
と
も
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
の
が

抹
茶
で
す
。
栄よ

う
さ
い西
と
い
う
禅
僧
が
宋
か
ら

帰
国
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
た
1
2
1
4
年

に
、
二
日
酔
い
に
悩
ん
で
い
た
源
実
朝
に

茶
を
献
じ
た
と
い
う
文
献
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
茶
の
文
化
は
室
町
時
代
に
な
っ

て
、
例
え
ば
足
利
義
政
は
東
山
殿
（
今
の

銀
閣
寺
）
で
、
様
々
な
阿
弥
坊
を
も
つ
同

胞
衆
に
茶
会
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
さ
せ
て

遊
興
的
な
お
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。
お
茶

を
飲
ん
で
ど
こ
の
お
茶
か
産
地
を
特
定
す

る
闘
茶
と
い
う
遊
び
を
行
っ
た
り
、
あ
る

い
は
様
々
な
道
具
を
集
め
て
道
具
の
優
劣

を
競
う
よ
う
な
茶
の
湯
を
展
開
し
て
い
っ

た
わ
け
で
す
。
義
政
は
、
18
畳
と
い
う
非

常
に
広
い
広
間
で
茶
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
書
院
で
お
茶
を
飲
む
こ
と
を

や
め
て
、
18
畳
の
広
間
の
茶
を
１
／
４
の

４
畳
半
に
縮
め
て
侘
び
茶
を
大
成
し
よ
う

と
し
た
の
が
千
利
休
で
し
た
。
茶
室
に
至

る
屋
外
空
間
に
「
露
地
」
と
い
う
言
葉
を

あ
て
て
、
茶
事
の
庭
を
確
立
し
た
の
み
な

ら
ず
、
日
本
庭
園
の
意
匠
に
も
多
大
な
る

影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
す
。

も
と
も
と
、
お
茶
室
の
た
め
の
庭
と
い

う
も
の
は
、「
武
野
紹
鴎
の
四
畳
半
の
茶

室
の
脇
に
坪
之
内
の
絵
が
あ
る
」
と
い
う

記
述
が
『
山
上
宗
二
記
』
に
あ
り
、
小
さ

な
ス
ペ
ー
ス
が
露
地
に
発
展
し
て
い
っ
た

の
で
す
。

利
休
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
1
5
9
0

年
代
の
茶
室
の
露
地
が
京
都
の
妙
喜
庵
の

待
庵
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
飛
石
や
蹲
踞
、

灯
籠
な
ど
、
以
前
の
日
本
庭
園
に
は
な

か
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。　

飛
石
は
、
西
芳
寺
の
洪
隠
山
を
歩
い
て

い
る
と
き
に
雨
が
降
っ
て
き
て
、
そ
の
雨

で
道
が
洗
わ
れ
て
ご
つ
ご
つ
と
岩
の
塊
が

地
上
に
露
出
し
て
い
た
様
子
を
み
て
着
想

し
ま
し
た
。
ま
た
蹲
踞
は
、
義
政
が
茶
会

の
と
き
に
お
茶
水
の
石
組
か
ら
こ
ん
こ
ん

と
湧
き
出
る
水
を
使
っ
て
茶
を
点
て
た
こ

と
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
灯
籠
は
、
京
都

の
鳥
辺
野
で
灯
籠
の
残
り
火
を
見
て
こ
れ

を
手
水
の
鉢
明
り
に
用
い
る
の
は
乙
で
あ

ろ
う
と
い
う
着
想
か
ら
、
利
休
が
庭
園
の

中
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
が
言
い
た
い
の
は
、
中
国
か
ら
や
っ

て
き
た
抹
茶
の
文
化
を
日
本
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
露
地
と
い
う
空
間
を
利
休
が
つ

く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
べ
て
日
本
庭

園
は
外
来
の
思
想
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

可
能
性
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
日
本
は
鎖
国
を
し
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、安
政
年
間
に
は
、ア
メ
リ
カ・

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン

ダ
と
５
カ
国
条
約
を
交
わ
し
て
開
国
を
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
が
明
治
期
以
降
に
は

た
く
さ
ん
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
岩
倉
具
視
の
使
節
団
が

外
国
に
行
っ
て
様
々
な
文
化
を
見
聞
し
て

き
ま
す
。
欧
米
の
パ
ー
ク
の
考
え
方
が
日

本
に
導
入
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
と
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
庭
園
に
も
洋
風
の
要
素

を
も
っ
た
庭
園
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。明
治
初
期
の
外
国
人
居
留
地
に
は
、

石
組
や
灯
籠
、
手
水
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
こ
と
な
く
洋
風
の
イ
メ
ー
ジ
が
漂
う
庭

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
庭
の
つ
く
り

方
を
日
本
的
に
昇
華
さ
せ
た
一
人
に
は
小

平
義
近
が
い
ま
す
。
彼
は
芝
生
の
庭
を
非

常
に
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
た
。
針
ヶ
谷

鐘
吉
先
生
が
書
い
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
の
記

事
を
み
ま
す
と
、「
小
平
義
近
氏
の
と
っ

た
手
法
は
従
来
の
日
本
庭
園
で
常
套
的
に

用
い
ら
れ
た
飛
石
、
石
組
、
灯
籠
を
一
切

捨
て
去
っ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
緩
や
か
な

芝
生
の
間
を
心
地
よ
い
カ
ー
ブ
を
描
い
て

走
る
曲
線
園
路
を
設
け
、
芝
生
の
諸
処
に

丸
型
刈
込
物
を
配
し
て
苑
路
の
効
果
を
高

め
た
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
か
の
築
地
ホ
テ
ル
の

庭
園
（
図
２
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
幼
稚

で
折
衷
式
の
完
成
さ
れ
た
型
で
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
風
景
式
を
日
本
化
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
様
式
で
す
。
つ
ま
り
、
外
国
か
ら

様
々
な
思
想
が
や
っ
て
き
て
日
本
で
発
達

し
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
独

特
の
感
性
で
日
本
化
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

七
代
目
小
川
治
兵
衛
（
植
治
）
も
明
治

時
代
中
期
以
降
に
自
然
主
義
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
庭
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
近
代
の

造
園
家
と
し
て
著
名
で
す
。
渓
流
の
よ
う

図 2　築地ホテル館庭園（築地居留地、1868 年完成）

図 3 　山縣有朋の導きによって確立された小川治兵衛の作風

日
本
庭
園
と
い
う
も
の
は
、
古
代
か
ら

中
世
あ
る
い
は
近
代
に
至
る
迄
、
外
来
思

想
を
日
本
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
独
特
の
庭

園
と
い
う
も
の
を
生
み
出
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
特
に
近
代
以
降
は

外
国
に
つ
く
ら
れ
た
日
本
庭
園
と
い
う
も

の
が
非
常
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
博
覧
会

に
伴
う
日
本
庭
園
の
作
庭
で
あ
る
と
か
、

あ
る
い
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
な
ど

は
、
現
代
の
日
本
庭
園
を
代
表
す
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は
、

外
来
思
想
を
輸
入
し
て
日
本
化
さ
れ
た
の

で
は
な
く
、
日
本
庭
園
が
日
本
を
飛
び
出

し
て
外
国
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

海
外
の
日
本
庭
園
は
、
ア
ジ
ア
や
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
、
既
に

5
6
0
庭
園
程
度
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
、
国
と
し
て
は
１
０
０
カ

国
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
頃
か
ら
、
外
国
に
あ
る
日

本
庭
園
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を

整
理
し
て
み
ま
す
と
、
日
本
庭
園
は
、
日

本
と
い
う
国
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
今
日
に
至
っ
て
は
数
々
の
外

国
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

む
し
ろ
「
日
本
庭
園
」
と
呼
ぶ
よ
り
も

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
ん
だ

方
が
世
界
的
に
は
意
味
が
通
じ
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

古
代
は
朝
鮮
や
中
国
、
近
代
に
至
っ
て

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
様
々
な
外
来
の
文

化
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
ア

レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
日
本
庭
園
で
し
た
け

れ
ど
も
、
現
代
に
至
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
日
本
庭
園
が
輸
出
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ア
メ
リ
カ
の
風
土
に
基
づ
い
て
形
が

変
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
風
土
に
基
づ
い
て
形
が
変
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
地
域
地
域
の
気
候
風
土
や
各
地
の

人
々
の
自
意
識
に
よ
っ
て
庭
園
と
い
う
も

の
は
姿
形
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
大
胆
な
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
す
。
過
去
は
外
来
思
想
が
日
本
化

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
日
本
庭
園
の
国
際

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、

未
来
は
「
日
本
庭
園
」、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
」
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
て
、「
Ｊ

ガ
ー
デ
ン
」
と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
の
奈
良
・
平
安
時
代
は

宮
廷
音
楽
が
発
達
し
て
、
中
世
に
至
っ
て

は
猿
楽
や
田
楽
、
近
世
に
至
っ
て
は
能
楽

が
発
達
し
て
、
音
楽
は
ど
ん
ど
ん
進
化
、

多
様
化
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
現
代
で
は
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
も
の

が
日
本
の
人
達
の
社
会
の
中
に
深
く
浸
透

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
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古
代
は
天
皇
や
貴
族
の
た
め
の
庭
園
だ
っ

た
り
、
あ
る
い
は
中
世
・
近
世
は
武
将
や

大
名
、
近
代
に
至
っ
て
は
皇
室
や
皇
族
、

政
治
家
・
実
業
家
な
ど
、
あ
る
限
ら
れ
た

方
た
ち
が
時
代
を
代
表
す
る
庭
園
を
持
っ

て
い
た
わ
け
で
す
。

け
れ
ど
も
、
現
代
は
一
般
人
で
あ
る

と
か
、
あ
る
い
は
世
界
の
人
々
に
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
形
で
時
代

を
代
表
す
る
庭
園
と
い
う
も
の
を
つ
く
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
Ｊ

ポ
ッ
プ
に
あ
や
か
っ
て
「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」

と
私
は
名
付
け
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
も
目
新
し
い
考
え
方
で
は
な
く
、

既
に
韓
国
の
東
国
大
学
校
の
造
園
の
ホ
ン

カ
ン
ピ
ョ
ウ
先
生
は
「
Ｋ
ポ
ッ
プ
」
に

あ
や
か
っ
て
「
Ｋ
ガ
ー
デ
ン
」
と
い

う
も
の
を
世
界
に
広
め
て
お
ら
れ
ま

す
。私

も
二
番
煎
じ
で
1
0
0
年
後

の
日
本
庭
園
は
様
々
な
形
で
そ
の
地

域
地
域
で
独
自
に
発
達
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
と
同
時

に
限
ら
れ
た
利
用
者
層
か
ら
開
か
れ

た
利
用
者
層
に
変
革
さ
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
，「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」
と
い

う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
庭
園
の
中
で
結
婚
式
を

し
た
り
、
あ
る
い
は
芸
術
の
場
と
し

て
利
用
し
た
り
と
か
は
既
に
現
在
に

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
学

校
教
育
の
中
や
社
会
貢
献
の
中
で
も
日
本

庭
園
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
で
つ
く

ら
れ
た
庭
園
が
様
々
な
利
用
者
層
に
愛
さ

れ
て
、
そ
し
て
そ
の
地
域
の
思
想
あ
る
い

は
風
土
に
基
づ
い
て
変
化
を
し
て
い
く
。

日
本
庭
園
で
は
な
く
な
っ
て
「
Ｊ
ガ
ー
デ

ン
」
と
し
て
姿
形
を
変
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
文
化

財
庭
園
に
お
い
て
も
今
後
一
層
活
用
が
促

進
さ
れ
て
、
一
般
の
利
用
者
層
に
広
ま
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
1
0
0
年
後
の
包
括
的
な

日
本
庭
園
、
私
は
こ
れ
を
「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」

と
い
う
ふ
う
に
呼
び
ま
し
た
が
、
い
っ
た

い
ど
う
い
う
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
く
の

か
、
ど
う
い
う
仕
組
み
で
将
来
に
繋
げ
る

の
か
、
私
見
を
述
べ
ま
す
。

「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」
の
構
成
（
図
４
）
は
、

過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
に
つ
く
ら

れ
る
空
間
、
文
化
財
庭
園
だ
っ
た
り
公
共

庭
園
だ
っ
た
り
、
外
国
の
庭
園
だ
っ
た
り

す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
庭
を
つ
く

る
た
め
の
技
術
で
す
が
、
過
去
か
ら
あ
っ

た
技
術
あ
る
い
は
現
在
あ
る
技

術
、
未
来
に
つ
く
ら
れ
る
技
術

で
す
。
そ
れ
か
ら
道
具
で
す
が
、

過
去
の
伝
統
的
な
道
具
か
ら
、
今

使
っ
て
い
る
道
具
、
あ
る
い
は

未
来
に
開
発
さ
れ
る
べ
き
道
具
。

そ
し
て
庭
園
に
関
す
る
技
術
方

法
を
持
つ
人
材
。
庭
園
に
関
す
る

図
面
、
文
献
、
写
真
、
映
像
、
音

声
な
ど
と
い
っ
た
歴
史
的
な
資

料
か
ら
未
来
に
生
ま
れ
て
く
る

歴
史
資
料
で
す
。
思
想
と
い
う
の

も
包
括
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
各
庭

園
、「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」
と
い
う
も

の
を
構
成
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
庭
園
を
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ
は『
日

本
庭
園
協
会
百
周
年
記
念
誌
』
に

も
書
き
ま
し
た
が
、
私
は
日
本
庭

園
博
物
館
を
つ
く
っ
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
考
え
方
は
さ
ら
に
進

ん
で
、
博
物
館
と
い
う
仕
組
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
を
総
合
的
に
世
界
中
の
「
Ｊ
ガ
ー
デ

ン
」
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
各
庭
園
の
力
を
も
っ
と
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
庭
園
博
物
館
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
構
想

図 4 　「J ガーデン」の構成粟野隆氏講演会のようす

か
ら
「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

い
う
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
、
最
近
そ
ん
な

ふ
う
な
思
い
を
特
に
強
く
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

１
０
０
年
後
の
未
来
に
向
か
っ
て
考
え

た
い
、
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う

観
点
の
一
例
と
し
て
は
、
新
し
い
庭
を
つ

く
っ
た
り
創
造
し
た
り
す
る
行
為
や
、
庭

園
を
教
育
の
た
め
に
展
示
し
た
り
、
普
及

啓
発
す
る
行
為
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
公
開
し
て
そ
の
価
値
を
社
会
に
還

元
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
学
校
で
造
園
を
教
え
る
こ

と
は
１
０
０
年
後
に
は
無
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
造
園

を
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
庭
園
、

「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
人
材

を
育
成
し
て
、
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
達
が
調

査
や
研
究
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

の
で
す
（
図
５
）。
そ
う
い
う
ふ
う
な
仕

組
を
博
物
館
と
い
う
制
度
を
使
っ
て
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
提
案
し

て
お
き
た
い
。

様
々
な
国
に
日
本
庭
園
が
つ
く
ら
れ
、

あ
る
い
は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
が
つ

く
ら
れ
、
１
０
０
年
経
て
ば
そ
れ
は
さ
ら

に
地
域
の
風
土
に
伴
っ
て
姿
を
変
え
て

い
っ
て
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
と
呼

ぶ
よ
り
も
「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
ん
だ
方

が
い
い
時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図 5　「J ガーデンミュージアム」

『
日
本
庭
園
の
世
界
展
開
』

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
ル
ー
ム
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
C
E
O
）

【
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
ル
ー
ム
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身
。

２
０
０
８
～
０
９
年
、
外
交
問
題
評
議
会
と

日
立
製
作
所
の
提
携
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
選
抜
さ
れ
て
滞
日
、
東
京
農
業

大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
終
了
後
、
北
米
日
本
庭
園

協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ
Ａ
）
の
設
立
に
尽
力
し
、

初
代
理
事
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
2
0
0
5

年
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
Ｃ
Ｅ
Ｏ
就
任

以
来
、
当
園
を
日
本
国
外
で
最
大
規
模
を
誇

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
日
本
文
化
発
信
機
関
に

成
長
さ
せ
た
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
、
庭
園
の
役
割
の
見
直
し
と
発
展
を
進

め
、
日
本
庭
園

文
化
の
国
際
的

な
地
位
構
築
に

大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

日
本
の
外
か
ら
見
た
日
本
庭
園
に
つ

い
て
、
私
の
見
解
を
お
話
し
い
た
し
ま

す
。
日
本
庭
園
の
歴
史
で
す
と
か
、過
去
・

現
在
に
わ
た
っ
て
日
本
庭
園
を
ど
の
よ

う
に
見
て
き
た
か
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
し
ま
す
。

よ
り
幅
広
い
見
方
を
し
て
い
た
だ
い

て
、
日
本
庭
園
の
役
割
が
こ
こ
日
本
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
に
お
い
て
ど
ん
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
私
の
話
の
後
、

新
し
い
対
話
が
持
た
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
本
の
庭
園
と
い
う
の
が
将
来
ど
ん
な
意

味
合
い
を
持
っ
て
い
く
か
、
世
界
に
向
け

て
考
え
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
庭
園
の
海
外
輸
出

過
去
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
日

本
の
外
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
庭
園
は
、

も
と
も
と
何
百
年
も
前
に
お
寺
や
神
社
と

の
関
係
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
富
裕
層
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
庭
で
し
た
。
そ
れ
ら
が
進

化
し
て
い
る
も
の
を
現
代
の
日
本
で
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
外

側
で
は
違
っ
た
目
的
で
つ
く
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

日
本
の
庭
園
が
海
外
に
紹
介
さ
れ

た
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

1
8
0
0
年
代
後
半
に
、
日
本
が
世
界

に
目
を
向
け
て
開
か
れ
て
い
っ
た
時
期
で

す
。
万
国
博
覧
会
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

北
米
で
行
わ
れ
、
日
本
は
そ
こ
に
代
表
を

送
り
、
パ
ビ
リ
オ
ン
や
茶
室
な
ど
を
つ
く

り
、
そ
し
て
庭
園
も
つ
く
っ
て
、
日
本
の

文
化
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
日
本
に
訪
れ

た
こ
と
の
な
い
人
に
、
日
本
を
紹
介
し
ま

そ
れ
で
個
々
の
地
域
に
あ
る
様
々
な
庭

園
を
博
物
館
と
い
う
仕
組
で
繋
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
1
3
0
0
年
前
か
ら

今
日
に
続
く
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
日
本
庭
園

と
い
う
も
の
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
ん

な
理
想
を
描
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

結
論
で
す
。
再
び
井
下
先
生
の「
1
0
0

年
後
に
公
園
は
無
く
な
る
」
と
い
う
今
か

ら
90
年
前
の
1
9
2
8
年
に
書
か
れ
た

エ
ッ
セ
イ
で
す
け
れ
ど
も
、
１
０
０
年
後

の
未
来
、
日
本
庭
園
は
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
無
い
の
か
、
い
わ
ゆ
る
日
本
庭
園
と

い
う
の
が
重
要
な
の
か
ど
う
な
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
質
問
を
皆
さ

ん
に
提
出
し
て
私
の
話
を
終
わ
り
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
農
業
大
学
准
教
授
・
評
議
員
）
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し
た
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
一
時
的
な

も
の
で
、
展
示
会
が
終
わ
れ
ば
、
そ
の
パ

ビ
リ
オ
ン
も
茶
室
も
撤
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
残
り
ま
し

た
。
ま
た
、
別
の
場
所
へ
移
設
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に

あ
る
松し
ょ
う
ふ
う
そ
う

風
荘
と
い
う
の
が
一
番
典
型
的
な

例
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
1
8
0
0

年
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
今
日
ま
で

残
っ
て
お
り
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
第
一
号

で
す
。
灯
籠
な
ど
の
資
材
を
持
っ
て
行
っ

て
、
時
間
を
か
け
て
計
画
し
て
、
今
と
は

違
っ
た
や
り
か
た
で
日
本
文
化
を
紹
介
し

た
わ
け
で
す
。

次
の
波
が
き
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
で
す
。
戦
後
20
年
ほ
ど
は
何
も
起
こ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
は
や
っ
と
復
興
へ

歩
み
だ
し
た
と
こ
ろ
で
、
世
界
中
が
同
様

に
と
て
も
困
難
な
時
代
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
く
ら
い
経
っ
て
、
何
百

も
の
日
本
庭
園
が
海
外
で
作
庭
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
北
ア
メ
リ
カ
、南
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
現
在
は
、
中
国
を

は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域
、
そ
し
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
と
、
第
三
の
波
が
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
将
来
の
役
割
を

担
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
日
本
庭
園

今
日
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
日
本
庭
園

の
代
表
例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
の
外
で
つ
く
ら
れ
た
日
本
庭
園
の
中

で
は
典
型
で
、
戦
後
に
発
足
さ
れ
た
姉
妹

都
市
の
友
好
の
証
と
し
て
作
庭
さ
れ
た
も

の
だ
か
ら
で
す
。

1
9
5
9
年
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
札

幌
の
間
に
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
関
係

性
を
保
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
庭
園
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案

し
た
人
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ

機
が
熟
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
6
1
年
、
当
時
の
皇
太
子
殿
下
・

妃
殿
下
が
オ
レ
ゴ
ン
を
ご
訪
問
な
さ
れ
た

時
、
オ
レ
ゴ
ン
の
人
々
は
、
新
た
な
日
本

と
の
関
係
に
湧
き
た
ち
ま
し
た
。
当
時
の

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
長
の
テ
リ
ー
・
シ
ュ
ラ

ン
ク
氏
は
、
こ
の
機
会
を
活
か
そ
う
と
理

事
会
を
設
置
し
、
日
本
庭
園
を
つ
く
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
地
域
の

人
た
ち
の
意
志
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
理
事

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
行
政
が
中
心
に

な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
町
の
人
た
ち
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
税
金
で
ま
か
な
う
の
で
は
な
く
、
寄

付
を
募
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
日
本
庭
園
は
、
一
般
入
園
料
、
会
員

会
費
な
ど
個
人
か
ら
の
募
金
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

1
9
6
3
年
、
戸
野
琢
磨
氏
（
コ
ー

ネ
ル
大
学
出
身
・
東
京
農
業
大
学
教
授
）

の
設
計
に
よ
り
庭
園
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
（
一
般
公
開
は
1
9
6
7
年
）。
戸
野

氏
は
大
学
で
教
鞭
を
と
る
職
務
の
た
め

に
、
一
年
に
一
度
し
か
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

氏
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
行
し
、
完
成

後
も
日
本
式
の
や
り
方
で
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
若
い
庭
師
を
指
名
し
、
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一

号
が
平
欣
也
氏
で
す
。
平
氏
は
、そ
の
後
、

北
米
に
住
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は

退
職
し
東
京
に
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

平
氏
は
英
語
を
ほ
と
ん
ど
話
さ
ず
、
庭

を
つ
く
る
た
め
の
単
語
が
わ
か
る
程
度
で

し
た
が
、
ガ
ー
デ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
と
て
も
重
要
な
人
で
し
た
。

彼
を
含
め
て
、
８
人
の
歴
代
ガ
ー
デ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
美
し
い
庭
園
の
維

持
・
管
理
、
そ
し
て
発
展
に
携
わ
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
内
山
貞
文
氏
が
９
人
目
の

ガ
ー
デ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
デ
ザ
イ

ン
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
や
継
続
性
の

あ
り
方
を
考
え
る
中
で
、
庭
園
は
著
し
く

成
長
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
多
く
の
北
米
の
人
た
ち
が
、

私
ど
も
の
庭
園
を
伝
統
的
な
様
式
を
保
つ

本
物
の
日
本
庭
園
と
し
て
認
識
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園

は
、
姉
妹
都
市
関
係
か
ら
派
生
し
た
庭
園

と
し
て
初
め
て
の
も
の
で
す
が
、そ
の
後
、

北
米
で
は
1
2
5
箇
所
も
の
日
本
庭
園

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
の
一
環

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
す

が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
N
P
O

や
民
間
の
協
力
を
得
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

修
復
な
ど
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る

も
の
は
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
ほ

か
の
北
米
の
日
本
庭
園
の
中
で
、
行
政
の

支
援
を
受
け
て
い
た
も
の
は
、
予
算
カ
ッ

ト
の
際
に
は
修
復
作
業
も
で
き
ず
衰
退
し

て
い
き
ま
し
た
。

海
外
の
日
本
庭
園
の
課
題

北
米
の
多
く
の
日
本
庭
園
は
、
日
本
人

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
、
修
復
作
業
も
日
本
人
の
手
に
よ
っ

て
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
こ
の
10
年
間
、
各
地
の
日
本
庭
園

で
は
デ
ザ
イ
ン
の
保
持
や
修
復
が
ず
さ

ん
に
な
り
、
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
や
古

文
化
が
廃
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

日
本
国
内
で
も
、
日
本
庭
園
は
お
寺
や

神
社
や
富
裕
層
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
修
復
な
ど
の
費
用
が

か
さ
ん
だ
り
、
相
続
税
な
ど
の
税
金
を
払

え
な
い
オ
ー
ナ
ー
が
、
不
動
産
屋
な
ど
に

庭
園
を
売
却
し
た
り
す
る
状
況
が
あ
り
ま

す
。庭

園
を
長
期
間
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
も
ア

メ
リ
カ
で
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
に
は
専
門
技
術
が

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
運
営
や
日
本

庭
園
の
活
用
に
つ
い
て
も
課
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
こ
の
よ
う
な
課
題
点
を
協

力
し
て
解
決
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
若
年
労
働
者
の
数
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
デ
ナ
ー
や
造
園

の
専
門
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
も
だ
ん
だ

ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
専
門
家
の
数
が
も
と
も
と
少
な

い
日
本
以
外
の
と
こ
ろ
も
、
ど
う
や
っ
て

専
門
知
識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
修
復
や
維
持
・
活
動
を
ど
う
や
っ

て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
の

が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
の
取
り
組
み

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
は
、
運
営
や

維
持
管
理
に
関
し
て
多
く
の
庭
園
の
模
範

的
な
例
だ
と
思
い
ま
す
。
建
築
家
の
隈
研

吾
氏
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
内
山
貞
文
氏
な
ど

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
ユ

ニ
ー
ク
な
公
共
の
庭
と
し
て
存
在
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
近
年
の
施
設
拡
張
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
新
し
い
設
備
、
新
し
い
庭
、

日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
加
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
単
に
庭
園
だ
け
で
は

な
く
て
、
日
本
の
文
化
紹
介
も
提
供
し

て
お
り
、
日
本
国
外
で
は
一
番
大
き
な

日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
日
本
庭
園
の
一
年
間
の
来
園
者
は

50
万
人
で
す
。
会
員
数
は
現
在
１
万
８
千

人
い
て
、
会
費
を
払
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
ス
タ
ッ
フ

が
1
2
5
人
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

4
0
0
人
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
、
ア
ー
ト
の
展
覧
会
の
ア
テ
ン

ド
や
庭
園
の
ガ
イ
ド
や
庭
の
修
復
作
業
な

ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
庭
の
維
持
・
修
復
に
対
す
る
年
間
予

算
に
も
余
裕
を
も
た
せ
て
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
日
本
国
内
外
の
庭
園
と
そ
の
将

来
に
つ
い
て
対
話
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
は
、
こ
の
10
年
間
、
日
本
庭
園
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
ま

し
た
。
誰
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
に
は
ど
う

い
っ
た
庭
園
が
あ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
北
米
以
外

の
日
本
庭
園
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
新
鮮
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
を
持
つ
人
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
多

く
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
う
し
た
交
流

を
公
表
し
て
い
る
人
も
少
な
い
で
す
。
個

人
レ
ベ
ル
で
こ
う
し
た
交
流
を
し
て
い
る

人
は
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
数

は
少
な
い
の
で
す
。
従
っ
て
、
名
園
の
維

持
・
管
理
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
話
し
合

え
る
場
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
ま
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
日
本
庭
園
協
会
の
三
橋
一
夫

氏
や
ケ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
教
授
）
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
は
じ
め
て
い
て
、
ど
う
や
っ
て

対
話
を
重
ね
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
、
北
米
に
戻
っ
て
、「
北

米
日
本
庭
園
協
会
（
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
・

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン　

Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ
Ａ
）」
を
設
立
さ
せ

ま
し
た
。
2
0
0
箇
所
以
上
の
庭
園
が
、

一
つ
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
情
報

発
信
や
知
識
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
日
本
庭
園
協
会
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
日
米
の
交

流
が
可
能
と
な
り
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
協

力
す
る
こ
と
で
、
課
題
の
取
り
組
み
方
な

ど
に
つ
い
て
対
話
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
設

私
の
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
内
に
、
新
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
国
際
日
本
庭
園

文
化
・
技
術
研
究
所
）
を
つ
く
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
は
、
造
園
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
修
復
な
ど
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
将
来
的
に
は
日
本
の
庭
師
以
外

の
指
導
者
に
よ
る
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
は
、
た
と
え
ば
親
か
ら
子

へ
、
親
方
か
ら
弟
子
へ
、
何
年
間
も
仕
事

を
見
て
覚
え
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
も
っ
と
短
期
的

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
ど
う
や
っ
て
伝
統

を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
か
、
日
本
以

外
の
世
界
の
中
に
伝
え
て
い
く
の
か
を
考

え
て
い
ま
す
。

日
本
庭
園
の
ス
キ
ル
を
得
る
た
め
に
、

４
年
間
日
本
の
大
学
で
学
ぶ
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
北
米
日
本
庭
園
協
会
、
日
本

庭
園
学
会
、
日
本
庭
園
協
会
ら
と
協
力
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た

の
で
す
。
今
は
、
３
年
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

京
都
や
そ
の
他
日
本
の
各
地
か
ら
庭
師
を

北
米
に
招
い
て
、
短
期
間
で
集
中
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
発

展
途
上
で
す
が
、
あ
る
程
度
成
功
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
何
が
わ
か
っ

た
か
と
い
う
と
、
そ
の
需
要
が
多
い
と
い
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う
こ
と
で
す
。
過
去
３
年
間
、
す
べ
て
の

セ
ミ
ナ
ー
は
定
員
に
達
し
て
い
ま
す
。
20

人
以
下
の
小
ク
ラ
ス
制
で
、
受
講
生
と
講

師
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
参
加
者
は
ア

メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
コ
ス

タ
リ
カ
な
ど
の
５
カ
国
か
ら
来
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
海
外
で
日
本
庭
園
の
ニ
ー
ズ

が
非
常
に
あ
り
ま
す
。
意
欲
が
あ
り
、
学

び
た
い
と
い
う
人
が
多
数
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
将
来
を
見
据

え
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
庭
園
の
文
化
的
活
用

も
う
一
つ
、
将
来
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で

や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
は
、
日
本
庭
園
を

よ
り
広
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
単

に
景
観
や
自
然
を
楽
し
ま
せ
る
場
所
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
提
供
で
き
る
も

の
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
日
本
庭
園
も

ア
ー
ト
で
す
。
他
の
ア
ー
ト
と
影
響
し
あ

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
生
け
花
や
茶
道
、
盆
栽
と
か
、
そ
う

い
っ
た
も
の
と
お
互
い
に
関
係
を
持
っ
て

対
話
の
中
で
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
庭

園
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
自
分

に
関
係
づ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
日
本

庭
園
を
芸
術
作
品
と
し
て
と
ら
え
る
の
で

す
。
開
園
当
初
か
ら
25
年
間
は
、
ガ
ー
デ

ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

13
年
前
に
私
が
こ
の
日
本
庭
園
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
組
織
全
体
を
見
渡
し

た
と
こ
ろ
、
設
計
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
意

思
決
定
を
し
て
い
る
の
は
、
理
事
会
で
し

た
。
し
か
し
、
理
事
た
ち
の
み
が
も
の
ご

と
を
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
内
山
貞
文
氏
に
は
ガ
ー
デ
ン
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
は
な
く
、
日
本
庭
園
を
違
っ

た
見
方
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
」
と
し
て
庭
園
全
体
の
監
修
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ア
ー
ト
に
は
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。プ
ラ
ン
の
選
定
、

デ
ザ
イ
ン
や
パ
ー
ツ
の
方
向
性
、
石
の
形

の
決
定
な
ど
は
、
す
べ
て
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
役
割
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
決
定
が
他

の
こ
と
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
わ
け
で

す
。
現
在
、
北
米
の
多
く
の
日
本
庭
園
で

は
、
ガ
ー
デ
ン
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
は
、
人
々
に
ア
ー
ト

と
し
て
の
日
本
庭
園
だ
け
で
な
く
、
日
本

と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
教
え
る
こ

と
に
注
目
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
庭
園

が
土
台
と
な
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
っ
て
日
本
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
植
物
や
花
だ
け
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
文
化
・
芸
術
、
食
文
化

や
人
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
教

え
る
場
と
し
て
庭
園
を
使
う
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
も
う
一
人
、
文
化
の
た
め
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

役
割
は
、
ガ
ー
デ
ン
を
使
っ
て
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
、
オ
レ
ゴ
ン
の
人
た
ち
、
あ
る
い
は

世
界
中
か
ら
の
旅
行
者
に
、
日
本
に
つ
い

て
教
え
る
こ
と
で
す
。

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催

で
は
具
体
的
に
何
が
で
き
る
か
。
日
本

の
文
化
は
、
自
然
と
の
特
別
な
結
び
つ
き

と
か
、
独
特
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
祭

り
や
季
節
の
催
し
も
の
な
ど
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
日
本
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
盆

で
す
と
か
、
お
花
見
で
す
と
か
。
お
月
見

の
行
事
は
日
本
で
は
も
う
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

日
本
庭
園
で
は
、
庭
園
を
活
用
し
て
「
お

月
見
」
な
ど
季
節
の
催
し
も
し
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り

日
本
文
化
を
教
え
、
伝
え
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
で
は
、
年
間

3
6
0
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
催
し
て

い
ま
す
。庭
の
中
で
歌
舞
伎
を
や
る
と
か
、

能
の
舞
台
を
つ
く
っ
た
り
、
写
真
展
を
し

た
り
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
り
。
日
本
庭
園
を

そ
う
い
っ
た
も
の
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
を
展
示
す
る
場
所
と
し
て
は
二

つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
博
物
館
と
美
術
館
で

す
。
壁
に
絵
を
掛
け
た
り
、
部
屋
の
真
ん

中
に
彫
刻
を
置
い
た
り
す
る
だ
け
で
は
動

き
が
な
く
、
場
所
の
特
性
と
の
関
連
は
薄

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
彫
刻
を
庭

に
置
い
て
み
る
。
そ
し
て
庭
を
背
景
と
し

て
使
っ
て
み
る
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の
障
子
を

開
け
る
と
枯
山
水
が
あ
る
。
そ
う
い
う

環
境
が
私
た
ち
の
庭
園
に
は
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ト
と
自
然
と
の
結
び
つ
き
を
体
現
で

き
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
陶
芸
家
金
子

潤
氏
（
米
国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
在
住
）
の
ガ

ラ
ス
細
工
を
美
し
い
針
葉
樹
の
木
立
の
中

に
置
い
て
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た
も
の
と

自
然
の
も
の
と
が
お
互
い
に
調
和
す
る
と

こ
ろ
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
庭
園
も
違
っ
た
見
方
が
で
き

ま
す
。
ア
ー
ト
を
庭
園
に
置
く
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
、
日
本
で
は
見
た
こ
と
が
な

い
と
反
対
し
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
こ
の

庭
は
ア
ー
ト
を
愛
し
て
い
る
人
の
も
の
で

も
あ
る
の
で
す
。
実
際
に
展
示
会
を
や
っ

て
み
た
ら
、そ
の
反
対
し
て
い
た
人
か
ら
、

「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
人
は
、
庭
園
内
に
ア
ー
ト
作

品
を
見
る
ま
で
、
30
年
間
庭
園
へ
通
っ
て

い
た
が
、
展
示
会
を
通
し
て
ガ
ー
デ
ン
の

違
っ
た
顔
に
気
付
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の

方
と
庭
園
の
関
係
が
ア
ー
ト
を
囲
む
こ
と

に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

庭
園
は
、
ア
ー
ト
を
教
え
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。
非
常
に
、
複
合
的
な
文
化
と
の
関
わ

り
方
を
し
て
い
ま
す
。
工
芸
、
あ
る
い
は

食
べ
物
、
舞
台
な
ど
も
そ
う
で
す
。

歌
舞
伎
公
演
の
実
現

私
の
夢
の
一
つ
は
、
日
本
庭
園
と
い
う

「
舞
台
」
で
歌
舞
伎
を
や
る
こ
と
で
し
た
。

訪
日
し
、
歌
舞
伎
の
興
行
元
で
あ
る
松
竹

株
式
会
社
の
社
長
に
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

つ
い
て
お
話
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
お

か
し
い
。
ク
レ
ー
ジ
ー
じ
ゃ
な
い
か
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
粘
り
ま

し
て
、
最
終
的
に
は
同
意
し
て
い
た
だ

き
、
一
年
半
前
、
新
施
設
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
時
に
実
現
し
ま
し
た
。
非
常
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
歌
舞
伎
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
は
舞
台
の
枠
組
み
が
と
て
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
、
歌
舞
伎
の
ス
タ
ッ
フ

が
早
め
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
入
り
し
、
テ
ン

ト
を
組
み
ま
し
た
。
３
日
後
、
役
者
が
到

着
。
彼
ら
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ
は
も
ち

ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
に
も
来
る
の
が
初
め
て

で
し
た
が
、
庭
園
を
見
て
驚
い
て
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
に
、
こ
ん
な

日
本
庭
園
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
面
持
ち
で
し
た
。
そ
し
て
役
者
た

ち
は
、
庭
園
を
背
景
に
歌
舞
伎
を
し
た
い

と
希
望
し
、
テ
ン
ト
を
外
し
て
く
れ
と
私

に
言
っ
て
き
た
の
で
す
。テ
ン
ト
を
外
し
、

美
し
い
庭
を
背
景
に
使
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
屋
外
公
演
の
経
験
は
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
日
本
庭
園
と
の
協
同
で

行
う
こ
と
は
初
め
て
で
、
庭
を
背
景
に
演

ず
る
の
も
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
松
竹
は
、
初
め
は
躊
躇
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
の
成
功
後
は
、

毎
年
や
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
こ
の
や
り
方
が
歌
舞
伎
役

者
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
お
互
い
に
影
響
を
与
え
る
と

い
う
の
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

庭
園
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
テ
ー
マ

も
う
一
つ
、
も
っ
と
大
き
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
庭
園

は
た
だ
来
園
す
る
だ
け
の
場
所
で
は
な

く
、
ま
た
芸
術
と
か
シ
ア
タ
ー
と
し
て
使

う
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
違
う
や
り

方
で
、
日
本
の
文
化
や
庭
園
が
重
要
な
こ

と
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
た
め
の
と
て
も

重
要
な
ツ
ー
ル
に
も
な
る
と
思
う
の
で

す
。庭

園
と
い
う
の
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
芸
術
、
音
楽
に

つ
い
て
も
言
え
ま
す
が
、
ど
の
人
も
自
然

に
対
し
て
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
元
来
日
本
に
は
非
常
に
素
晴
ら

し
い
自
然
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
根
付

い
て
い
ま
し
た
。
自
然
を
神
と
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
世
界
中
に
な
か
っ
た

と
思
う
の
で
す
。

日
本
庭
園
は
、
自
分
の
心
の
中
で
の
平

和
、
そ
し
て
世
界
平
和
を
も
と
に
つ
く
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
世
界
は
、
日
本
を
よ
く
理
解
す
る

た
め
に
こ
う
し
た
庭
園
を
役
立
て
て
き
ま

し
た
。ま
た
、静
寂
、自
然
と
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
心
や
魂
な
ど
を
癒
す
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
世
界
中
の
人
た
ち
に
伝
え

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
庭
園
で
は
、
年
間

50
万
人
の
人
た
ち
が
来
園
し
て
様
々
な
経

験
を
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
庭
園
は
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
テ
ー
マ
を
伝
え
る
と
て
も

重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
代
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
平ひ

ら

欣き
ん
や也
氏

次
に
、
平
欣
也
氏
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
平
氏
は
1
9
6
4
年
に
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
日
本
庭
園
の
初
代
ガ
ー
デ
ン
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
渡
米
し
ま
し
た
。
戦
後
20

年
、
未
だ
戦
争
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
る
時

代
は
、
今
と
は
非
常
に
状
況
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。
建
築
作
業
を
は
じ
め
る
と
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
人
た
ち
の
抗
議
デ
モ
な

ど
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
日
本
人
な
ん
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
れ
る
な
、
日
本
は
ま

だ
敵
だ
、と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
す
。

平
氏
は
、
足
を
刺
さ
れ
た
り
、
追
い
剝
ぎ

に
あ
っ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に
「
日
本
に
帰

れ
。
お
前
が
私
た
ち
の
家
族
を
殺
し
た
」

と
落
書
き
を
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
平
氏
は
日
本
庭
園
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
デ
ザ

イ
ン
会
社
を
設
立
。
フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト

ラ
や
ト
ニ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
ビ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
の
ス
タ
ー
た
ち
の
庭
園
を
手

が
け
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
の
施

工
に
関
わ
っ
て
き
た
８
人
の
ガ
ー
デ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
継
続
的
な
つ
な
が
り

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
、
彼
ら
を

一
堂
に
集
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
過
去
の
経
験
か
ら
平
氏
は
、
二
度
と

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
戻
ら
な
い
と
心
に

誓
っ
て
い
て
、
参
加
に
同
意
い
た
だ
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
娘
さ
ん
な
ど
を
通
じ
て

彼
の
つ
く
っ
た
庭
園
が
ど
の
よ
う
に
維
持

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
せ
た
い
と
説
得
し

て
、
来
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

ガ
ー
デ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
集
い
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

ま
し
た
。
ガ
ー
デ
ナ
ー
と
一
緒
に
、
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
場
所
を
つ
く
っ
た
の

か
、
こ
の
庭
園
の
歴
史
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、と
い
う
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
日
３
回
、
７

日
間
の
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
立
美
術
館

で
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
、
何
千
人
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
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し
た
。ま
た
、こ
の
８
人
の
ガ
ー
デ
ン
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
祝
う
晩
餐
会
に
は
5
0
0

人
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
50
年

前
、
石
を
投
げ
た
り
、「
日
本
に
帰
れ
」

と
平
氏
を
野
次
り
、
日
本
を
敵
視
し
て
い

た
人
々
も
、
今
は
日
本
を
愛
し
、
平
氏
を

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
庭
園
を
活
用
し
た
交
流

現
在
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
は
約
１
５
０

の
公
共
日
本
庭
園
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
た
ち
は
、
素
晴

ら
し
い
庭
園
だ
と
意
識
せ
ず
に
受
け
入
れ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
日
本
庭
園
の
力

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
ど
う
や
っ
て
そ
れ

が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
庭
園
に
は
、こ
う
い
う
物
語
、

歴
史
や
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
、
他
の
世
界
中
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

今
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
こ

の
10
年
間
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
リ

ズ
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。
地
下
鉄
に
爆
弾

が
仕
掛
け
ら
れ
た
り
、
道
の
真
ん
中
で
銃

撃
戦
が
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
、
影
響
力
が
あ
る
人

に
、
ガ
ー
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

話
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
イ
ス
ラ
ム
の

ペ
ル
シ
ャ
式
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
ロ
ン
ド
ン

の
中
に
築
い
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
ら
、
や
っ
て
き
た
人
が
、
イ
ス
ラ
ム
を

理
解
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
宗
教
で
は
な
く
、
ア
ー

ト
と
し
て
、
文
化
と
し
て
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
を
自
然
に
見
る
。
そ
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
日
本
庭
園
の
た
ど
っ
た
歴
史
の
こ
と

を
、
少
し
話
し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
庭
園
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
ア
フ
リ
カ

に
つ
く
っ
た
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
イ
ス

ラ
ム
庭
園
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
し
た
ら
、
お
互
い
の
こ
と
を
よ

り
よ
く
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
、
よ
り
良
い
世
界
が
築
け
る
か
も
し

れ
な
い
。

1
9
6
3
年
に
オ
レ
ゴ
ン
の
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
に
で
き
た
た
っ
た
一
つ
の
庭
園
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
世
界
中
に
何
百
に
も

増
え
、
そ
し
て
お
互
い
の
こ
と
を
よ
り
良

く
理
解
す
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
本
庭
園
を
活
用
し
て
、
更

な
る
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。
庭
園
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
だ
れ
が
お
金
を
出
す
の

か
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
私
た
ち
は
抱
え

て
い
ま
す
。

国
際
的
な
つ
な
が
り
を
よ
り
大
き
く

今
、
こ
の
世
界
で
、
自
分
達
が
行
な
っ

て
い
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
て
も
、我
々

が
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
私
た
ち
が
毎
日
や
っ
て
い
る

こ
と
を
通
し
て
、
世
界
の
人
々
を
一
つ
に

ま
と
め
て
、
非
常
に
重
要
な
考
え
方
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
意
義
の
あ
る
活
動
で
す
が
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
日
々
の
仕

事
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

で
も
、
日
本
庭
園
協
会
の
高
橋
康
夫
会

長
は
じ
め
、
三
橋
一
夫
氏
や
山
田
拓

広
氏
ら
の
素
晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
の

方
た
ち
と
、
こ
の
よ
う
な
幅
広
い
国

際
的
な
つ
な
が
り
を
持
て
て
、
私
は

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
内
山
氏
も
、

太
平
洋
の
ど
ち
ら
側
の
こ
と
も
良
く

わ
か
っ
て
い
る
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な

同
僚
で
す
。
彼
が
素
晴
ら
し
い
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
一
緒
に
活
動
し

て
く
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
一
人
一
人
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
よ
り
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
年
前
に
東
京
の
お
寿
司
屋
さ
ん

で
三
橋
氏
と
、「
こ
ん
な
こ
と
、ち
ょ
っ

と
ク
レ
ー
ジ
ー
な
考
え
方
か
も
し
れ

な
い
よ
ね
、
時
間
か
か
る
よ
ね
、
難

し
い
よ
ね
」
と
話
し
た
こ
と
が
、
す

べ
て
10
年
後
に
は
実
現
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
日
本
庭
園
協

新
常
務
理
事

小こ
ぬ
ま沼 

康や
す
こ子　

東
京
都
出
身

国
内
外
の
庭
園
を
め

ぐ
る
動
き
を
意
識
し
な

が
ら
、
本
協
会
の
活
動

を
中
心
に
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な

情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
会
員

相
互
の
交
流
の
場
と
な
り
、
各
々
の
活
躍

が
見
え
る
「
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
目

指
し
ま
す
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
長
）

新
理
事

坂さ
か
い井 

昌ま
さ
こ子　

愛
媛
県
生
ま
れ
東
京
都
育
ち

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
合
間

に
ふ
と
目
に
し
た
日
本

庭
園
が
、
私
の
心
を
癒

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
数
年
、

そ
の
活
動
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
、

大
切
な
お
役
目
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
に
も
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

清し
み
ず水 

哲て
つ
や也　

神
奈
川
県
小
田
原
市
出
身

日
本
庭
園
協
会
に
は

20
代
に
入
会
し
、
色
々

と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
協
会
で
教
わ
っ
た
知
識
や

技
術
は
後
世
に
伝
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
は
、
本
協
会
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
模
索
し
つ
つ

ご
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
監
事

小こ
い
ず
み泉 

隆り
ゅ
う
い
ち
一　

福
島
県
田
村
市
出
身

東
北
の
山
は
、
落
葉

樹
が
多
い
せ
い
で
春
か

ら
初
夏
に
か
け
て
の
新

緑
の
季
節
は
、
一
気
に
山
々
が
ま
さ
に
冬

の
季
節
か
ら
目
覚
め
た
よ
う
に
、
木
々
の

緑
が
鮮
や
か
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
田
植

が
済
ん
だ
水
田
は
水
鏡
の
よ
う
に
な
り
、

瑞
穂
の
美
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
体
感
し

つ
つ
、
微
力
な
が
ら
協
会
の
事
業
の
一
助

と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
評
議
員

飯い
い
や
ま山 

良よ
し
こ子　

東
京
都
渋
谷
区
出
身

飯
田
十
基
邸
の
近
く

に
住
み
、
小
形
研
三
氏

に
設
計
し
て
い
た
だ
い

た
我
が
家
の
お
庭
を
愛
で
な
が
ら
過
ご

し
て
き
た
40
数
年
、
協
会
に
ご
縁
を
感

じ
ま
す
。
日
本
庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
を

広
く
世
間
の
皆
様
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

鈴す
ず
き木 

貴た
か
ひ
ろ博　

東
京
都
出
身

健
康
を
維
持
す
る
薬

用
植
物
や
食
料
と
な
る

植
物
を
栽
培
す
る
と
い

う
庭
の
原
点
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
か
日
々
の
暮
ら
し
で
実
験
の
よ
う
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
や
岩
石

か
ら
含
有
金
属
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
収
す
る

植
物
と
菌
類
の
共
生
関
係
や
植
物
個
々
の

能
力
を
さ
ら
に
活
用
し
た
庭
が
造
れ
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴す
ず
き木 

康や
す
ゆ
き幸　

東
京
都
国
立
市
出
身

コ
ロ
ナ
禍
で
時
代
の

変
化
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
今
、
庭
文
化
を
世

に
広
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
発
信
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。（
東
京
都
支
部
長
）

竹た
け
だ田 

利と
し
み
つ光　

宮
城
県
出
身

20
数
年
前
、
何
も
わ

か
ら
な
い
僕
を
仲
間
に

入
れ
て
い
た
だ
い
て
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き　

生
涯
の
親
友
に

も
出
会
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

僕
で
す
が
、
次
世
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

仲な
か
さ佐 
修し
ゅ
う
じ二　

島
根
県
安
来
市
出
身

前
任
の
岡
支
部
長

か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
若

い
者
が
ど
ん
ど
ん
引
っ

張
っ
て
い
っ
た
方
が
い
い
」
と
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
か
ら
若
い
新
し
い
風
を
吹

か
せ
て
い
け
る
よ
う
務
め
て
い
き
ま
す
。

（
島
根
県
支
部
長
）

米よ
ね
や
ま山 

拓た
く
み未　

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身

「
令
和
」
と
な
り
、

様
々
な
情
報
が
ス
マ
ホ

で
得
ら
れ
、
会
議
や
授

業
な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
め
ら
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
庭
は
遠
隔

操
作
に
よ
る
伝
達
や
形
式
の
み
で
は
つ
く

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
職
人
同
士
の
口
伝

に
よ
る
所
が
大
き
く
、
素
材
の
手
触
り
な

ど
肌
で
、
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
若
い
世
代
の
会
員
が
多
い
神
奈
川
県

支
部
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

し
た
新
時
代
の
講
習
会
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
（
神
奈
川
県
支
部
長
）

新
役
員
紹
介

会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
賜
物
と
言

え
ま
す
。

今
年
は
、
日
本
庭
園
協
会
の
創
立
百
周

年
で
す
。
先
人
が
行
っ
た
よ
う
に
、
将
来

に
向
か
っ
て
今
ま
で
と
は
違
う
見
方
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
素
晴
ら
し
い
未
来
が

待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
特
別
名
誉
会
員
）ポートランド日本庭園・カルチュラルビレッジ　by Gary Belinsky
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田
市
五
十
公
野
公
園
を
会
場
と
し
た
「
第

１
回
伝
統
庭
園
技
塾
」
開
催
の
経
緯
や
研

修
内
容
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
支
部
の
躍

進
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
が
満
載
で
す
。 

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
読
を
。 

新
名
誉
会
員

藤ふ
じ
え
だ枝 
修し
ゅ
う
こ子　

兵
庫
県
神
戸
市
出
身

故
西
村
章
子
先
輩
に

誘
わ
れ
、
当
時
の
鑑
賞

研
究
部
に
入
会
し
ま
し

た
。
桜
楓
会
（
日
本
女
子
大
学
同
窓
会
）

創
立
１
０
０
周
年
時
の
理
事
長
の
任
期
明

け
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
気
持
ち
と
時

間
の
余
裕
を
も
っ
て
、
庭
園
の
鑑
賞
研
究

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柴し
ば
た田 

正ま
さ
ふ
み文　

福
岡
県
出
身

価
値
観
の
見
直
し
の

き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
と
の
思
い
か
ら
企
画

し
た
日
経
ホ
ー
ル
で
の
第
３
回
連
続
交
歓

講
座
は
奇
跡
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
催
で

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
各
自
が
何
を
大
切
に
生
き
て
い
く

べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

福ふ
く
だ田 

光み
つ
こ子　

岡
山
県
出
身

新
し
い
肩
書
を
い
た

だ
き
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
お
り
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
復
興
記
念
庭
園
が
、
延
数
千
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
と

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
改
め
て
「
庭
の

力
」
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
潟
県
支
部
で
は
、
昨
年
、
創
立
30
周

年
を
迎
え
、
こ
の
度
、
長
年
の
活
動
の
集

大
成
と
し
て
「
30
周
年
記
念
誌
」
を
発
行

し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。 

新
潟
県
支
部
の
原
点
は
、
５
名
の
有
志

に
よ
り
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
頃
に
結

成
さ
れ
た
「
庭
研
イ
ン
新
潟
」
で
す
。
お

互
い
の
作
品
の
紹
介
や
石
積
み
等
の
技
術

発
表
を
す
る
中
で
、
龍
居
竹
之
介
氏
（
当

時
常
務
理
事
、
編
集
委
員
長
）
と
の
出
会

い
が
、
支
部
創
立
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
、
新
発

編
集
後
記

★
当
会
事
業
の
多
く
が
実
施
を
見
送
っ
て
い

る
中
、
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
第
１
０
１
号
は

予
定
通
り
発
行
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
ご

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。 

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
は
、

国
際
活
動
に
も
。
２
年
目
と
な
る
シ
カ
ゴ
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
の
修
復
事
業
も
中
止
。

新
た
な
展
開
も
状
況
次
第
の
対
応
に
。 

★
本
号
よ
り
創
立
百
周
年
記
念
事
業
で
開
催

さ
れ
た
講
演
内
容
を
順
次
掲
載
し
ま
す
。
今

回
は
粟
野
隆
氏
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
ル
ー
ム

氏
の
講
演
。
録
音
テ
ー
プ
か
ら
の
文
字
起
こ

し
は
、
鈴
木
貴
博
、
校
閲
は
内
田
均
が
担
当
。

ブ
ル
ー
ム
氏
の
校
閲
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日

本
庭
園
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
担
当
：
小
沼
康
子
／
内
田 

均
／
鈴
木
貴
博
／

豊
蔵 

均 

本
文
デ
ザ
イ
ン
：
由
比
ま
ゆ
み  

● 

広
報
委
員
会
か
ら
の
お
願
い 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

全
国
に
広
が
り
、
未
だ
に
先
の
見
え
な
い

状
況
が
続
き
ま
す
。
会
員
の
多
く
が
携
わ

る
造
園
関
連
業
界
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。 

広
報
委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
会
員
の
動
き
を
把
握
し
、
今
後
の
対
策

の
ヒ
ン
ト
と
す
べ
く
、
協
会
ニ
ュ
ー
ス
に

掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

各
支
部
長
宛
に
、
近
々
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
い

た
し
ま
す
。
①
支
部
事
業
へ
の
影
響
、
②

支
部
会
員
の
仕
事
へ
の
影
響
、
③
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
ど
う
す
べ
き
か
？
④
協
会

へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
会
員
の
現
状

や
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
、
ご
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

鑑
賞
研
究
委
員
会
事
業
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
の
お
願
い

鑑
賞
研
究
委
員
会
で
は
、
日
本
庭
園
の

魅
力
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
庭
園
文
化
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
一
般
市
民
と
の
交
流
を
深
め
、

日
本
庭
園
協
会
の
活
動
を
伝
え
、
大
切
な

日
本
の
庭
園
文
化
を
支
え
る
会
員
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
部
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
潟
県
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
こ
で
、
今
後
の
活
動
の
活
性
化
の
た

め
に
広
く
会
員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
う

か
が
い
、
活
動
の
中
に
反
映
さ
せ
た
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
本
号
に
同
封
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
票
に
ご
回
答
の
上
、
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
８
月
31
日
（
月
）
必

着
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
技
術
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
第
18
回
日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

シ
ョ
ウ
２
０
２
０
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
の
技
術
事

業
と
し
て
予
定
し
て
い
た
出
展
を
中
止
と

し
ま
し
た
。  


